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1. 本 会 は 地震 な よび と れ と 関連 する 諸 現象 の 研究 並び こそ の 應 用 (C 関 する 知識 を 交 
換 , 普及 し 震 炎 災 防 止 C 貢 献 す る と と を 目的 と する . 
本 会 は 地震 学会 と 稔 し て, 事務 所 を 東京 大 学 地球 物理 学 数 室内 に お く . 
本 会 は その 目的 を 逢 す る た め 下 記 の 事業 を 行う . 

(Gi) 通常 総会 な よび 臨時 総会 〈) 学術 講演 会 
Gi) 信 誌 「 地 震 」 の 義行 Gy) 其他 必要 な る 事業 

通常 総会 は 毎年 必ず 1 回 適当 な 時 期 に 行い , 臨時 総会 は 委員 5 名 以上 ある い は 会 
員 30 名 以上 の 請求 の あつ た 時 に 開く . 総会 の 成立 は 普通 会 員 1/5 以上 の 出席 
(委任 状 を 含む ) を 要する . 

4. 本 会 々 員 は 名 準 会 員 , 普通 会 員 , 購読 会 員 , 及び 賛助 会 員 と する . 会 員 と な ろう 
と する 者 は 会 費 1 ヶ年 分 を そえ て 本 会 事務 所 へ 申込 むせ も の と する . 

5. 地方 ある い は 特別 の 抽 関 等 (に 支部 を お く と と が で きる . ~ 

6. 科 員 長 1 名 委員 若干 名 を あく . 

7. 委員 長 は 本 会 を 代表 し , 各 人 委員 は 編 韓 , 麻 務 , 会 対等 の 事務 を 分 担 し 。 その ため 
(と 若干 名 の 事 を お く と と が 出来 る 、 萬 事 は 委員 長 が 委 六 す る . 
本 会 に は 願 問 若 二名 を お く と と が で きる . 
員 は 普通 剣 員 の 互選 にょ つて 選出 する . 委員 長 は 委員 の 互選 に ょ る . 委員 長友 
び 委 員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さま た げ な ど V. 

10. 委員 及び 委員 長 の 更 送 期 を 3 月 末 と する . 途中 補欠 と し て 加 つ た も の の 任期 は 前 
任 者 の 残存 期間 と する . 

奉 則 

普通 会 員 , 購読 会 員 の 会 費 は 1 年 400 彫 と する . 

会 費 年 1 口 〈10000 購 ) 以上 を お さめ た も の を 賛助 会 員 と する . 

支 都 の な いと き は 連絡 時 事 を お く . 連絡 野 事 は 委員 長 が 委嘱 する . 

本 会 則 は 総会 (又は 臨時 総会 ) に 於 て 出席 会 員 の 過半 数 の 替 成 に ょ り 改 訂 又 は 附 

まる と と が が 測 来 る 


* se % ピロ 


と 周 (1958 年 8 月 選 抽 ) 

委員 長 和 演 消 天 

委 中 飲 田 没 事 (地質 調 ) 萩原 令 訪 ( 東 大 ) 早川 正己 地質 調 ) 西村 英 ー( 京 大) 
本 多 改 吉 東 北大 ) 表 俊一 郎 C 東 大 ) 和 填 済 天 て 中 央 気 ) 金井 清 C 東 大 う 
加 藤 愛 寺 C 東 北大 ) 河 角 広東 大 ) 笠原 慶一 C 東 大 う 吉山 良一 C 大 ) 
高橋 電 太 郎 C 東 大 ) 田 治 玉 鏡 二 (秋田 大 ) 坪井 皿 三 C 東 大 う 村内 必要 C 科 電 ) 
宇佐 美 間 共 中央 気 ) 井上 宇 族 C 中 大気) 松沢 武 建 ( 東 大 ) 駐 富 治 C 北 大 う 
浅田 敏 C 東 大 ) 佐野 淡 一 C 地 錦 調 ) 佐々 意 三 C 京 大 ) 愛 坂 消 信 C 地 震 観 
宮村 括 三 C 東 大 ) 宮部 直 世 C 地 理 調 ) 水上 臣 C 東 大 ) 広野 卓蔵 C 申 央 気 ) 
末広 重 二 中 央 気 ) 鈴木 次 郎 C 東 北大 ) [イィ ロス 順 ] 
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SMAC? Strong Motion Accelerometer 
By Ryutaro TAKATASr 


ThiS accelerometer has been designed and constructed by the “Strong Motion Accelero- 
meter Oommittee” members of which are Nobuji NAso, 本 iroshi KAwAsowr。 Takahiro 
HAcrwARA, Kiyoshi Moro, Kiyoshi KANSAr。 Kenzaburo TAksyAwA,。 Kazuhiko AgAsgr and 
1. “SMAOCP stands for the name of the committee. Expenses were granted from the Fund 
for the Experimental Researches of the Education Department. 

The marits of the present accelerometer lie in that it has been very carefully constructed 
SO a8 it can record faithfully the acceleration of earthquakes as8 large a8 1000 gals, and 
also in that it has large recording speed and a special device to record automatically two 
more after-Shocks which would follow the main one. Easiness of mnaitenance iS another 
merit: the investigation by an expert once a year and care taken by a watchman once or 
twice a month are al]l that iS necessary. 

Tt starts automatically to record earthquakes greater than 10 gals, stop8 recording 
automnatically after a 3-minute running, and repeats this start-andi-stop motion for 8nCCeSSiVe 
three earthquakes. Tt has a nechanical starter besides an electric one. Record is nade Dy 
Scratching  a roll of stylus paper by a saphire needle. We can obtain by thi8 mean8 a Yery 
8harp record。 which enables us direct printing on to photographic paper,or photographic 
enlarginc up to 10 imes the original. 

ITt has also a speeial equipment for inspecting the action of the instrumnent. 

Essentials of the accelerometer are as Follows: 

CA) Accelerometer Dropsr 

1 Type: 3-component penduluni type accelerorneter. 

2) Proper period: 0.1 sec. 

3) 。 Sensitivity: 25 gals per mm on the record. 

4) agnification: 玉 16, mechanical. 

5) Recording method: Scratching StyJu8 DaDer. 

6) Working Range: 10 to 1000 gals. 

7) Recording speed: 1 cm/sec. 

CB) Driving device 

1 Type: 耳 and-wound spring ClockWork・ 

2) Action: Starting thrice, 3-minute running for each start 

3) Starter: Falling ball starter. (CSensitivity: 100 gal8) 

4) Governer: Centrifuzal, in8tantaneou8 8tart・ 

CC) Time-mmarker 
1 Type: Hapd-wound clock with electric contact points andl electric starter. 
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2) Time mark: every 1 seC. 
《CD) Electric starter 
1) Type: Vertical accelerometer with period 0.3 sec. 
2) Senasitivity: 10 gals. 
3) Electric contact points: 6 platinum pts in parallel. 
CE) RIectric Source 
や Dry cells: 12 volts. 


S1 緒言 高層 建築 アー テグ ス > 等 と 言 つた 土木 や 建築 の 構築 物 が 地震 の 時 に 振動 す 
る その 振 巾 は 単に 地震 渋 の 一 渋 一 渋 の 振 市, 周期 ば か り で な く , と れ ら の 波 が 伝 は つて 来る 順 
序 と 肖 相 万 問 の 位 租 に も 関係 する . 即ち , 地震 動 が 共 の 総 振動 時 間 一 一 又は 相当 長い 者 分 的 振 
動 時 間 一 一 を 一 緒 め に し て フー リ ェ エー 分 析 を し て 見 た 時 に どん な ズ ペ クト ル を 持つ て いる か に 
係 つ て いる . べき か 油 朋 が お 押 生じ め 放 E0i0002 
が 来れ ば 構築 物 は 振動 を 正 め て し まぁ 事 を 考 へ れ ば , 此 の と と は 明か に な る で あら う . 

従 つ て 地震 の 密度 又は 最大 加速 度 に 本 当 し た 所 主 震 力 な る 静 的 水平 力 が な 加 は る と する 従来 の 
方 法 で 算定 し た 構築 物 の 変位 は 必ず し ゃ 地震 時 の 構築 物 の 本 当 の 振 巾 を 与 べ る も る の で は な い 、. 
同じ 最大 加速 度 を 持つ て いて も 或 る 地震 が 或 る 構築 物 に 及ぼ す 震 力 は , 他 の 地震 が 同じ 構築 物 
に 及ぼ す 震 力 と 異 る 場合 も 起り うる . 又 同 じ 地 震 IC 対 し て で も 構築 物 の 周期 が 違 へ ば 震 カ も 一 
般 に は 店 ふ 筐 で ある . 
構築 物 の 合理 的 一 一 従 つて が 経済 的 で も ある 一 一 厨 震 設計 に は 上 ic 記し た 理由 か ら 地 震動 の 
浜 少 を 知る こと が 基 非 必要 な の で ある . 若 し 構 築 物 に 相当 大 き な 減 事 作用 が ある な ら ば ー 一 此 。 
れ は 構築 物 の 構造, 材料 友 び 基礎 の 如何 に よ つ て , 大 振 巾 の 振動 時 に は 当然 考 へ られ る 一 一 実際 
と 働 く 実 力 は 地震 の 最大 加速 度 か ら 算定 し た 震度 より も ゃ ぶつ と 小さ く な りう る . 殊 に 地震 時 に 
は 構築 物 の 地面 と の 接合 の 条件 が 平時 と は 異 つて 来る と と を 考 へ る と , 実効 時 度 は 益 え 小さ く 
な る 学 が ある . 個々 の 構築 物 に つい て 此 等 の 事 を 明か (に する た め に は , 構築 物 の 各所 が 地震 時 
て どん な 挿 れ 方 を する か を 調べ る 事 が 是非 必要 で ある . 地 実 の 地震 震動 だ け 調べ た の で は 足り な 
3 い の で ある . 
以上 は 構築 物 の 基本 振動 だ け を 考 へ た 議論 で ある が , 構築 物 の 構造 と 地震 動 の 周期 如何 に ょ 
つて は , 二 次 , 三次 の 振動 も 起 あ と と を 考 へ な けれ ば な ら ぬ . 此 の 様 な 場合 合理 的 な 設計 は 
地 寺 波 動 と 構築 物 各 所 の 振動 状況 が 判 つ て 始め て 出来 る と と で ある 。 
米国 に お いて は 必 に 比 の 点 に 着 引 し て , 強震 の 観測 が 組織 的 に 行わ も て いる 、 カリ フ ょ ル = 
了 州 南部 だ け で 約 50 吾 の 強震 計 が , 各種 地盤 各種 建物 の 地下 , 最上 階 等 に 握 付 けら れ て 居 
り , 既に 数 回 の 強震 の 記録 を 得 。 共 等 建築 物 に 及ぼす 震 度 の 研究 そし て いる の で ある 。 
ひろ が へ つて 我国 の 現状 は どう が と 言う と 衝 震 の 滴 足 な 配 録 が 講 ん ど な V、 これ は 本 8 
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1 に 見 掴 は れ て 散々 苦い 目 を 見 て 来 地 震 国 量 本 と し て 不思議 な 事 衝 で ある が , 要する 
半 還 還 然 ゃ 共 れ は 思 は ざる 時 i に 来る ーー を 記 祭 する た め の 特 別 な 地震 評 が 小 激 且 つ 不 完全 
| で あつ た 和 で ある . 殊 I に 列 寺 乃至 強 震 時 の 構築 物 の 振動 の 記 銚 な ど と 言う も の は 皆無 で ある . 

剛昌 2: の ーー 陸 記 23 まん c 時 CDEEGSO 
築 物 の 耐震 工法 は 既に 殆 ん ど 完 成 の 域 と に ある と 言う ら と と で ある が , 設計 の 基礎 と な る 肝 堅 の 
度 の 根拠 が 薄 較 で ある . 殊 区 刺 震 の 性 質 が 掴め な いた め C, 合理 的 な 設計 が 出来 な い 。 其 の 
め 随 分 設 誕 上 に 無駄 が ある 事 は 当然 想像 きれる. 敗戦 後 の 日 本 に と つて 甘 だ 不 経済 な と と ゝ 
: わ ね ば な ら な い . 
此 の 様 な 事情 か ら , 妨 震 庄 の 記 銘 を と る と と が 強く 土 林 , 陸 了 EDRSE YK 
昭和 26 年 度 部 省 試 験 研究 旨 を 交 附 され た . 此 の 研究 愛 に よ ょ つて , 地震 研究 所 , 東大 建築 学 
数 室 , 建築 研究 所 , 明石 製作 所 が 協力 し て , 現在 まで の 知識 を 寄 集め て 試作 し た も の が 此処 に 
述べ る SMAO 型 強 圭 計 世 1 号 で ある . SMAOC と は Strong Motion Accelerometer Commnittee 
の 略称 で , 革 員 会 の 組織 , 記事 等 に つい て は 別 頂 雑 録 を 参照 きれ た v、 

S2 SMAO 型 強 圭 計 の 概要 . 4 強震 計 本 体 強震 計 を 設計 する 当 つて , 学 1 ic 考 へ た 
と と は , どん な 型式 で , 何 を 記 銚 する か と 言う ら こ と と で ある . 到 震 時 に は 地動 の 振 巾 は 数 十 泌 C 
半 す る と 考 べ られ る か ら , 比 を 次 位 で 記録 する に は 余 程 大 型 の 振子 で な いと 安定 な 記録 が と れ 
な い . 大 型 振子 は 強度 其他 の 構造 上 。 又 経 済 上 や 設置 場所 の 都合 上 に も 難点 が 多い . 速度 地震 
計 は 減 奏 度 の 測定 が む づ か し く , 渋 の 周期 iC よる 位相 の 変化 も 大 きい 点 に 困難 が ある . 構 道 物 
の 秋 位 振動 に 直接 関係 する の は 時 間 の 画数 と し て の 加速 度 で あ る . 加速 度 計 は 取扱 が 楽 で め 
| り , 且つ 稀 笠 が 小さ いか ら 縦 振動 に 対す る 安定 度 だ よく, 記 銚 の 由実 性 が 得 易い . 唯一 の 難点 
は 拡大 倍率 を 高く する 必要 の ある と と で ある が , 強震 計 の 場合 に は 十 数 位 で すむ か ら 此 は 問題 
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(ならない. 従 つ て 我々 は 加速 度 計 を 採用 し た . 

固有 周期 と し て は 0.1 秒 を 採用 し た . 此 以 下 の 短 周 期 の 振動 は 構築 物 の 材料 中 で 吸収 され 
易い し , 比 以 下 の 短 い 基 本 振動 周期 を 有する 様 な 特殊 な 構築 物 は 小数 と 孝 へ た か ら で あ る .。 一 
面 に あい て 固有 周期 を 小さ くす る と 高 倍率 を 要 ナ る か ら 色 その 困難 を 生ずる 事 も 考 へ た . 
感度 は 17 を 4cm, 即ち 記 多 紙 上 毎 耗 -25 gal と し た . 此 は 記 多 を 極 く 細く 画 く と と を 考 へ 
れ ば ょ い の で , 寧ろ 感 記 の 小さ い 方 が 種々 の 点 で 利益 が ある 事 を 考慮 し た . 記録 紙 の 巾 が 此 を 
定め る 最も 直接 の 因子 と な つた . 広 巾 の 記録 紙 は 送り に くい . 

上 記 の 固有 団 期 , 感 話 で ある と 問 械 的 抜 大 率 は 16 と な る . 此 は 所 子 及 び needle and spring 
の 普通 の 方 法 で 機械 的 に 行 つ て いる . 

記録 分 腹 は 10 こ 1000gal と 定め た . 下限 を 10gal と し を の は , 下限 が 大 きす ぎる と 地震 を 
書く 回 数 が 少な く な つて , 看守 者 が 退 届 する か ら と , 成る べく 地震 の 最初 か ら 書 く と と を ね ら 
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つた か ら で , 後記 の 様 に 此 の 強震 計 で は 記録 速度 が 大 きい か ら , 此 の 程度 の 地震 で は 渋 の 形 は 』 


殆 ん ど 見 を な い . 上 限 1000gal は 今 ま で 経験 され を た 何れ の 烈 圭 より も 大 きい . 強震 計 の 各 
部 の 構造 は 此 の 大 き な 加 速度 下 で も 其 の 正当 な 機能 を 失 は な い 様 に 注意 し て 作 つ て ある . 此 和 れ 。 
で , 中 震 か ら 超 烈 岩 まで を 記録 する と と (と な る 。 


日 
で 。 表 
オプ 。 
が も W 
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記録 方 法 と し て は , 年 最大 数 回 し か 記録 する 様 な 強震 が な いと と , 記録 速度 を 後 の 解 折 の 


た め 早 くし た いと と , 細く 書く 必要 の ある と と , 等 を 考慮 し て スタ イラ ス 紙 引 挿 式 と し た . ス 
タイ ラス 紙 は 透明 硫酸 紙 に 着色 ( 赤 , 紫 ) 金属 石 虚 を 塗 附 し た も の で ある 。 スタ イラ ラス 紙 の 寸 
法 は 市 290mm, 長き 10m で , 毎秒 1em の 記録 速度 で 3 分 づつ 3 回 の 記録 I 耐 へ る 。 スタ 
イラ ス 紙 へ の 記 銚 は 写真 紙 へ 直接 密着 焼 並 引 伸 が 出来 る 。 ペン 先 と し て は 鞭 音 器 の 1000 回 
掛 サ ファ イア 針 を 用 いる . ペン 先 が 非 常に 早く 動く 場合 で も 記録 が か すれ ぬ 劉 に は 6gr 程度 
の 力 で パン 先 を スタ イ ラ ス 紙 に 押付 ける 必要 が ある が , 此 れ は 記 銚 ペン の 弾性 に よ つ て いる 。 
紫 の 圧力 は 加減 出来 る . 此 の 圧力 で 大 凡 1/20mm 以下 の 細線 が 書け る 。 従 つ て 10 倍 程 度 の 
写真 引 伸 し が 可能 で ある . ペン 先 と スタ イ ラス 紙 間 の 摩擦 に 打 騰 つ 航 に は 重 鍵 は 4kg 程度 で 
充分 で ある 。 現在 の 強震 計 で は 4.8kg, 全 真 欠 で クー っ ム 渡 金 を し た. 耐久 の 点 で 鈴 は つめ な 
- い 方 が 宜しい の で ある 。 

この 重 鍵 を ビス トン と し て 利用 する 美 気 減衰 回 を 例 に よ つ て 使用 し て いる . 減衰 率 は 針 べ ル 
プ に ょ つて 任意 に 調 節 固 定 さ れる | 

以上 の 様 な 振子 の 略 同型 の も ゃ の を お 互 に 直角 ic 配列 し て 三成 分 と し た . 但し 上 下 動 成分 で は 
手 子 を 一 段 多 く , 且つ = ェ リ シン ベー ル の 芝 倫 員 バ ベネ を 用 いて いる . 

B 原 動 般 原 動 器 と し て は 手 挫 全 舞 動力 式 を と 用 いて いる . 市 販 交 流 は 大 地震 の と き 停 電 す 
る か ら 用 いら れ な い 。 全 舞 は 二 丁 と し , 全速 で 10 分 以上 連続 運転 が 出来 る . 此 の 原 動 回 に は 
溶 球 式 の 始動 装置 (感度 100gg1) が 附属 し て いて , 別 ic 述べ る 電気 式 採 返 始動 器 が 万 一 政 隊 
し た 場合 で も , 地震 動 の 加速 度 が 100gal を 越せ ば 記録 紙 を 送り 始め る 様 C な つて いる 。 

直 徒 2mm の 小 克 上 に 乗 つた 径 2em の 鋼 球 が 地震 動 で 落下 する と 小 歪 を 有する 控 子 の 一 敵 
が 軽く な る の で , 二 の 重 鐘 と 支 へ て いる 揚 金 が 騰 れ て 学 2 重 舞 が 落下 する 。 此 の 落 舞 の 衝 酸 
に よ ょ つて 歯 事 正 を 脱し , 又 同 時 に ガバ ナー を 蹴り 9。 一 と れ は 紙 送 り を 計 動 させ る た め ぬ め 一 双 刻 時 
(1 秒 ) 電 接 時 計 始動 用 電磁 石 K 降 間 電 流 を 通じ る 。 放 動 胃 は 電算 石 と 手 子 の 作用 にょ り 。 電 
仙 式 始動 器 か ら の 信号 | と に よ つ て も 上 記 赤 車 正 を 脱 す 事 以下 を 行う が , 運転 中 は 此 の 信号 に 感じ 
な の 租 に な つて いる . 原 動 器 は 一 且 運 転 を 始め る と 3 分 聞 運転 の 後 , 落球 の 外 は 凡 て 又 始 め の 
状態 に 自動 的 に 戻 つて 停 下 する . (試作 志 1 号 部 の み は 落 球 箇 を 具 へ , 1 球 の 落下 後 は 層 
転 停止 と 同時 に 2 球 な 落下 の 準備 完了 の 状態 に 入る 。 以下 同様 と な つて いる が 。 撲 欄 お 有用 
復 雑 な の で , 芽 2 号 器 以下 は 落球 は 1 箇 と し た . ) 
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苦し 比 の 後 電気 式 始動 器 か ら 信 号 が あれ ば 再び 3 分 開 の 運転 と し て 自動 的 停止 する 。 以下 
何 度 で も 全 舞 の ある 限り (普通 回) 同じ 事 を 操 返 す . 此 の 機能 は 大 地震 の 時 に は 直 に 器械 の 
所 へ 行 つて 記 銭 紙 の 取 換 や 全 舞 捨 や 其他 の 世話 が 出来 な い 事情 が 生じ 易い の に , 相当 犬 き な 全 
庄 が 次 次 と 起 る こと を 考 へ , 此 の 余震 と も 記録 し や うと し た 結果 考案 きれ た の で あぁ る 。. 

C 記 時 装置 電気 始動 装置 の 外 は あり ふれ た 電 接 時 計 で ある . 
。 ,D 電気 式 始動 器 紫 れ は 原 動 器 に 始動 信号 を 送る る も る ので. 原理 は 固有 周期 0.8 秒 の 上 下 
動 地 震 計 の 応 ペン 先 に 当る 部 分 に 自 金 の 電気 接点 を 上 面 き 箇 , 下面 3 箇 並 列 に つけ た も の で 
ある . 固有 周期 を 0: 8 に こし た の は 感度 を 多 小 大 きく する た め (感度 は 上 動 . 下 動 共 10gal) と 
初期 後 動 の 周期 守 傘 ナ た めで , 成る 可 く 早 く 始動 させ る た め , 上 下 動 地震 計 と し た . 伏 し 此 の 
用 注 話 交 化 lc ょ つて 始動 成 変 が 上 動 , 下 動 で 変る 戻 が ある の で , 平板 ベネ 及び 要 参 品 べ ネ は = 
リン ペー ル 製 IC し た . 感度 は 10gal 相当 する 小 重 鍵 を 拡大 擬 の 支点 の 前 後に 乗せ さて, それ で 
] 度 信 号 が 出る 様 に 接点 間隔 を 別 別 c 調 節 す る . 接点 の 並列 は 万 一 一 つが 不良 に な つて も 他 で 
働く 目的 で ある . 何 始 動 器 内 に リレー を 具 へ , 原 動 器 の 運転 中 は 接点 に 電流 が 流れ な い 様 I し , 
且つ 原 動 器 へ の 信号 を 仲 縄 する . 電気 式 始動 回 は 本 体 か ら 取 は づ し て 任意 の 処 へ 据付 け 。 を とこ 
の 振動 で 強震 計 を 始動 させ た り , 又 数 個 の 強震 計 を 具 一 箇 の 始動 器 で 始動 させ た り し うら る. 

EE 電源 始動 用 と し て 平 角 二 号 乾電池 8 箇 を 用 いる . 此 は 強震 計 著 に つけ を た ポケ ツ ト 中 に 
格納 され る . 又 照 明 明 と し て は 市 販 交 流 を 用 いる . 

F 蓄 大 地震 の 際 に は 天井 の 壁 土 や 棚 の も の な ど 落 下 し て 来る と と が ある こと と を 考慮 し て 
E 常 に 丈夫 な 蓋 が 附け て ある . 

以上 の 諸 部 分 の 配置 , 寸法 , 外観 等 は 才 1 図 及 び オ 2 図 の 写真 で 見 る と と が 出来 る . 保守 に 
つい て は 年 1 同 技術 員 I に よる 芝 回 手 入 。 月 1 へ 2 回 衝 理 人 IC よる 点検 を 愛す る 程度 で 、 殆 ん ど 
旧 量 的 と 言 つて よい 程 手数 の か か らち ない 事 が 大 きた 特徴 で ある ・ 

叉 比 の 強震 計 に は , 機械 の 動作 点検 装置 が あつ て 容易 に 何時 で も 点検 が 行 へ る と と も 一 特徴 
Me あら うら う 。 

) 握 附 は 埋 込 ボ ー ル ト 4 本 に よ つ て コン タリ ー ト 吾 に 固着 する . 


| 結 話 。 我 で は 上 比 の 強 雲 計 に よ つ て , 強震 と を の が さ ず 完全 I に 記録 する と と が 出来 る と 信じ 
て いる . 然し 強震 烈 震 の 起 る 回 数 は 比較 的 稀 な の で ある か ら , 此 の 強震 計 が 早く 日本 全国 fc 
目 つ 色 え の 地 懇 の 色々 な 建築 物 の , 色 + な 階 に 据付 けら れ , 各種 の 条件 の 下 で の 強震 の 記 銚 が 
早く 得 られ , 延 い て は 合理 的 , 経 旗 的 な 各種 構築 物 の 耐震 法 構造 が 格段 の 進歩 を 腔 げ る と と を 


堂 む 次 当 で ある ・ 
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C1953 年 6 月 30 日 受理 ) 


Obssrvations of Seismie Wayves from thce First Grest . 
Explosion at Kamaisi Mine. 


The Reserch Groeup for Explosion Selsmmology, リ apDan 


At 03h 85m oos, 7th of Dacember 1952, 29.7 tons of dynanaite were exploded at KannaiSr 
mine, located about 15km west of the city of 氏 amaisi, Twate-ken. This explosion Wa8 る a 
good opportunity for us to acertain the results obtained fron the observations of the seiSimic 
waves caused by the great explosions which took place at ISiDuti for 3 位 mes. 

13 and 6 obsarvation points Were spread as southern and western projfiles for about .500 
km and 200km 1ength respectively. The velocities of P-wave Were calculated as 6.19km /sec。 
7.87 km/sec and 5.20km/sec from the travel-time curves obtained by the obssrvations of 
gouthern prottle. The 1st value seems to correspond to that of the Srd layer in IsiDuti's Case。 
The Srd is what has never been observed in Japan, while similar values have often been 
observed in other regions from the explosion seismic waves. The 2nd Yalue, 7.37km/sec_ 
is to be examined in the next opportunity. The depth of the boundaries ofthe.layers jn 
which P wave ravels with the velocities given above were calculated as 27.7km and 32.Skm 
TeSpectively. 

The velocity of P-wave obtained from the travel-time curve of the estern profils Was 
5.76km/sec, Which is quite the same with that obtained from the western profile of the 2nd 
Tsibuti explosion. Thbis fact sugeests that the thiekness of the layer of these regiions becomes 


thinner towards eaat. 


と 1 

種々 の 目的 で 行わ れる 大 爆破 作業 の 機会 を 利用 し て , それ < 伴 つて 生ずる 地震 動 を 観測 する 
と いう 方 法 は , その 牧 測 目的 に 応じ た 十分 の 計 剖 性 と も つた 観測 網 を お きら る と と や 地震 小 束 
度 の 測定 に 十分 の 精度 を 期し うる 点 な どの 利点 が あり , 地球 物理 学 上 有力 な 研究 手 身 と し て 最 
近 諸 外国 で 特に 活 洪 に 行わ れ 始め , 夫 る 興味 ある 結果 を も た らし つい ある . 我国 で も , あく 則 
ば せな が ら , 昭和 25 年 10 月 25 日 <, 岩手 県 水沢 町 の 西方 20km に ある 大 淵 で , 石 塊 堀 
提 工 事 の た め の 多 量 の 採石 を 目的 と し て 行わ れ た 57 トン の 火薬 に よる 大 旨 破 作 薬 の 機会 を き 
つか け と し て , 爆 引 地 震動 研究 グル ー プ が 生れ , 以後 同 科 所 で 次 々 C 行 わ 束 夫 語 3 回 < 及ぶ 爆 | 
破 作 業 I こ よる 地震 動 の 観測 を 行 つ て きた . と そし て それ ら の 結果 は 夫 え の 撲 倫 籠 箇 発 表 さ れ で 
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と の 石 消 に ける 爆 下 作 業 IC つ ヾ いて , 今回 (昭和 27 年 12 月 7 日 08 時 85 分 00 秒 ) 
閉 手 県 上 閉 侵 千 多 五 市 の 西方 約 15km の 仙人 峠 に ある 釜石 然 山 で 。 約 80 トッ の ダイ ナー ィ イ 
ト に よる 大 爆破 作業 が , 旦 鉄 鉱業 釜石 鉱 業 所 の 手 ( に ょ つて 行わ れれ た. ・ 

この 欠 山 は , 2000 万 トン 以上 の 埋蔵 量 と を も つと 球 わ れる 鉄鉱 山 で ある が , 戦時 中 の 過激 な 
採 然 の 結果 , 鉱床 が 傷み , 戦後 藩 の 危険 が 感 ら れ て いた の で ある が , 昭和 26 年 3 月, つ 
い Kc 500 万 立方 米 。1500 万 トン ic 及ぶ 落 朋 が あり , その た め 出 鉱 佑 下 となり. その後 5 月 か 
ら 12 月 迄 は , Stran gange を 入れ て 鈴 柱 の 歪み を 調べ た り 」 Mierophone で 岩 の 割 れる 震 を 
きい た り し 年 ち , 極め て 危険 な 状態 の 下 で 採 鈴 を つ ヾ け て 来 た も の で , 早く か ら 爆 破 作業 よ 
つて 誠 険 な 鉱床 を 一 気 に c 落 し て , 不慮 の 落 毅 C よる 災害 発生 を 防止 する 必要 性 が 到 わ れ て いた 
の で あつ た . そし て 今度 の 大 爆破 作業 は , その 鉱床 の 北方 部 分 を 一 気 に ゅ と す た め に な され た 
オー 回目 の 作業 で あり 。 29.7 トン の 新 桐 ア ダイ ナマ イト を 用 い 5 自 の 25 ミリ セ ュ ンド 雷管 に 
よ つ て 行わ れ た .. | 
この 爆破 作業 に よ つ て 生ずる 地震 動 を 観測 する と と は , 爆破 地点 が 前 の 石 淵 爆破 と 同様 東北 
地方 で あり . し か も を の 上 に <, 前 回 の 東方 測線 上 に の つて いる , と 球 う 点 か ら み て , 前 三 回 の 


右 淵 に 天 け る 爆 厳 に よる 地震 動 を と の 都度 観測 し て , e 
140" 1 今 2 


東北 地方 の 地下 構造 の 調査 を すめ て 来 た 我々 グル ー 
プ に と つて は , それ ら の 結果 (と 或いは より 一 層 の 確か 
らし さ を 与 を , 或いは 婦 未 解決 の 点 (C 新 し い 観 測 事実 
を つけ 加え うる 可能 性 が 予想 出来 る 点 な どか ら み て , 
逃す こと の 出来 な い 好 機会 で あり , 我 そ は 早速 志 1 表 
及び 芽 1 図 で 示さ れる 様 な , 計 19 の 観測 点 を , 爆破 
点 の 南方 及び 西方 に 張 つ て , と の 大 爆破 に ょ る 地震 動 
の 観測 を 行 つ を . 

S 2 稚 測 

観測 に 用 い を 地震 計 は 牙 1 表 で も 分 る 通り , 殆 ん ど 
が 今 迄 通り 我 研 究 グ ルー プ が 特に と の 種 の 地震 動 稚 
測 の た め に 製作 整備 し て 来 を 固有 周期 3<> の 電磁 弄 
地震 計 で あり , 之 に 固有 周期 10S> の も の , 又 地 質 調 
査 所 及び 京 大 所 属 の 天 ズ 20v, 15<? の 電磁 式 の も の 
を 併用 し , 何れ も 専用 市 約 を 用 いて 増 店 し オシ ロ 大 g.1. Seimic Sations of the Hirst 
紙 I 記 録 し た . 配 録 紙 の 送り は 爆 彼 点 で 毎秒 10 cm, NaoBnlioncNDR4 
他 は 近い 点 で は 毎秒 4 em, 遠い と と ろ で 1 em 位 で あ 
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Table. 1 
Station 4 の が 」 h A eismoneter Observers 
1 の 】 Pe 問 WE 際 式 aneko 
1 | Shotpoint 14174148.77 EE 89717786.77N Okml 20V 必 Furuya 
2 | Setamai 82746.8 リ 7 09707.87 | 180 20.4 | 10V1, 10H1 0 
| 
3 | Kesenama 34725.8 リ | 38958755.07 | 35| 35.5 | 10V1, 10H1 和 フ 
(ea 27726.6 り | 26714.77 | 20| 97.8 | 3V1 3H1 Bo 
過 5 | | Yoshiyarna, Shima 
S | 5 | Makaiyama 1409497077 14786 り | 180| 140.0 | 3V1.3 昌 1 Nanara 
全 | 6 | Kanayama | 。 4750.67 | 87258'42.87 | 80|178.7 | 8V2,3H1 Ao Honda 
日 | | 1 
8 Rawamata 56746.5 リ 40749.27 |.260| 202.8 | 3V2, 3H1 ha 
つ A | | i 6 
3 | 8 Shoiwa 28752.47 | ・2929.8 り | 840| 226.5 | 3V1,.3H2 | の つう 
5 | | 
9 | Nogizawa 25717.8 リ 10708.97 | 180| 261.1 | 38V2, 8H1 て (Naotg) 
] | | 
10 | Hitachi 36706.47 | 86937788.4 リ | 374| 311.6 | 2V1 PTS 
| | | 
11 | Tsukuba 06'40.47 | 286.07 | 280 369.9 | 3V1 ] ER 
12 Tokyo 36"53.07 | 3598611.07 | 6| 445.0 | 3V1 | BT 
13 EKanbe 189950786.87" | 3456724:6 り | 20 510.1 | 3V2,1H1 | Ono 
| CT SE 3 5 5 km | 日 
14 1de 141917748.8 り 了 E|3 9210727.07 | 140| 36.9 | 3V1.8H1 | っ 
ら |15 Mizusawa 08710.6" 07'56.77 | 6]] 51.4 | 10V1: 1H1 | BEa1, Sugawa 
記 | | Usamni 
届 | 16 | 1shibachi 140254728.87 06748.8 り | 300| 70.8 | sv sH1| Du 
| | | Ogawa_ 
日 7 Yuzawa 30'29.7 リ 09735.77 | 120 108.8 | 15V6, 2Hs | Smaki 
@ | 3 Okano い 
$ | 18 | Mamurogawal 1712.87 | 88o5T58.27 | 100 190.5 | sVs SBNSIRMBSH 
に コ 8 YanagiSawWa 
19 Tagawa 139988786.00 リ 397007 | 40 195.0 | 8V1 3H1 Ei21 


る . タイ ょ の 記 秋 も 従来 通り 4 メガ 及び 8 メガ の JJ. Y. の 秒 時 報 の 受信 に ょ る 他 に , 今回 
は 爆破 予定 時 刻 が 午前 8 時 で あつ を の を 幸い に <, 特に NHTK ic も 願 いし . 技術 都 の 加藤 倉吉 


氏 と 同 部 長 の 御 好 意 と 御 尽 力 と に よ つ て 。 爆破 時 刻 を 中 心 と し た 前 後 20 分 間 ic り 0, よ 了 よ Y. 


が 中 小 に よ つ て 放送 され る 一 方 爆破 時 刻 の 予定 交 更 と の 他 の 重大 な 連絡 も と の 放送 で 各 観 測 
点 Ic 伝 えら れる と と i こ な つた の で ある が , 実は と の 中 淡 放 送 が , 結果 と し て は 今回 の 観測 を 全 
軸 的 な 失敗 か ら 次 の 様 な 理由 で 救 つて くれ た の で あろ. 即ち, 爆破 の 当日 に な つて 各 衝 測 陣 共 
J. YY. の 短小 の 受信 が 一 丈 に 不能 C な つて し まつ た と と , 双 爆 破 の 予定 時 刻 で あつ た 08 時 
05 分 00 秒 が , その 僅か 20 分 前 に な つて 急 ( に 08 時 35 分 00 秒 に 変更 きれ を と と が と の 
中 小 放 送 で 各 和 観測 陣 Ic 誤 りな くつ た えら れ た と と で ある . と の 点 , NHK 当局 が 今回 の 我 ふ の 


観測 の を た め C 特 に よせ られ た 御 好 意 に 対し て は , と ぃ < 深 い 感 謝 を 棒 げ た い 。 


S 8 観測 結果 


| 


ー 
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今回 の 観測 は , 全般 的 に みる と 決し て 滴 足 な も の と は 球 え な か つた . それ は 。 爆破 時 刻 が 夜 


半 で ある と 蓋 う 点 を 考え て , 特に 南方 測線 を か な り 長 〈 く 配置 し た の で あつ た が , 爆破 が 斉 発 で 


な か つた と こと, 鉱床 の 爆 覧 で あつ て , 
を き 方 が 予想 以上 に 少な か つた た め ( と , 


横 , 下 等 に 空間 が あり , を そのため に 爆破 の 地震 動 へ の 効 
震源 か ら 300km 以上 離れ た 観測 点 は , 何れ も 爆破 < ょ 


る 明瞭 な 地震 小 動 と を 記 銚 す る と と が 出来 な か つ を . と の 上 , 中 距 雑 の 製 測 点 の 中 iC も, 完全 な 


記 鐘 を と りえ な か つた 点 も 2。3 あり , 解析 に 使用 し を た 記 銚 は , 南方 測線 で 8 点 , 西方 測線 


で は 人 点 で . と の こと が 後 で 述べ る 様 C, 走 時 の 解析 に 1, 2 の 問題 を 残す とこ と に な つた の で 


ある . 

えら れ た 記 氏 の よみ と り は , グル 
ー プ の 中 か ら 選 ば れ た 3 人 の 整理 委 
員 I に ょ つて 。 各 < 全く 独立 に 行わ れ 
た . 芽 2 図 は こう し て を られ 南方 


( 親 測 点 の 番外 を 示す 数 字 (C 〇 印 が 


つい た も の ) 及び 西方 (同じ く ア ン 
ダー ライ ン な つい て いる ) 測線 の 走 
時 で あり , 走 時 点 の うち で 〇 印 は , 
3 人 共 一 致し て 認め 位相, メ 印 は 
2 人 の み が な 一 致し て 認め た 位相 , 代 
印 は 1 人 だ けが 認め た 位相 の 走 時 の 
位置 を 示し て いる . 

S4 走 時 

a) 南方 測線 

南方 測線 に 関す る 之 等 の 点 か ら , 
一 応 図 の 様 を な T, T, 入 の 8 本 の 直 
線 を ひく と と が が 出来る. 最小 自 乗法 
(と ょ つて , 之 等 の 直線 の 式 を 求め る 
記 


6 08185m 二 も ニー 
T. 4 
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Fig. 2. Hodograph in the southern profile ofthe frst 
Kamaisi Explosion 8eiSmnic observatiOn8。 
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と な る . 之 等 の 式 を 導く に 当 つ て 用 を 未 時 


Table. 2. snot ime 03h84r59.s91 1 


Station| P。 P。 8 C?⑳ 
ES | 示さ れれ て の いる? 
選 2 85 08.51 06.0。 。 先 づ 1 は 了 。ー6.19 km/sec: の 層 の 存在 を 
ミ 1 
9 に 。.07 69) | 示し て いる の で ある な , 之 は と の 直線 凸 に 極 
4 15577) ・、 
5 MP め て よく の つて いる 点 の ウェ イト か ら 考 を で 
| 6 28.92| 28.32) 28.82| 49.45 
< | Sp.21| sn.2 50.40 見 て も ま ブ 問題 は な いと 考え られ, 又 と の 
5 6 アッ ー6.19 km/sec な る 値 を も つ 層 は 前 の 三 
9 に 540009 に 9900 に 語 7382 本 主 1 
ーー 1 回 長 る 石光 爆破 の 結果 を 線 合 し て を られ た 
14 06.30 0 記 り 5 1 
3 ン 9 / 細 こ ン ョ ・ ジジ 1 
ほ き ]5 00500 夫 泌 3 層 に 相当 する も の と 考え ん えら れる. 参考 の 蛋 
る 17 | 18.00 | 3s0.79 た め 石 淵 爆 破 の 時 の 南方 測線 の 位置 を 示す と 
18 DA 6 
小 1 図 の 如く で あり , 各回 数 毎 に 夫 ズ エ , 芽 。 


英 の 点線 で 示し て ある . そし て 之 等 の 測線 か ら 測 定 を えら れ を た 了 了 , は 夫 6.13km/sec, 5.91km / 
gec 及び 5.98km/see で ある . 

次 に 葉 の 式 は アー8.20km/sece の 層 の 存在 を 示し て いる の で ある が が ぶ ,。 と の 程 許 の 了 。 を も 
つ 層 は , 米国 や 欧州 に 於 て は や は り 爆 破 地 震動 の 観測 か ら た び を た び 出 され て いた が , 日 本 で は 
まだ 見 出さ れ て いな か つた も の で ある . 又 一 方 で は で 示さ れる 様 な ,。 ,=7.87km/see の 局 
を 示す 直線 も 引き うる と と か ら , と の 了 革 と 世 の 何 れ な より 確か らし いか , 或いは 又 , と の 時 と 
T ル で 示 き れる 層 の 共存 が 許せ る だ ろう か , と いう 様 な 点 に つい て 。 グル シー プ 内 で も か な り 活 濃 
な 討論 が 行わ れ た の で あつ た . 自然 地震 に 関す る 今 ま で の 結果 , 或いは 又 , 石 淵 の 3 回目 で 一 
応 7.17km/sec な る 了 ア 。 の 直 が 山 て いる と と , 今回 の 走 時 点 を 見 て も 。 に つい て %$ か な 
り の 確か さ が 考 えら れる と と 等 か ら , 仲 々 捨て 難い 点 も あり , さり と て 和正 の 方 は , 初動 と し て 
⑦ .⑧, ⑨ 点 と 何れ も か な り ピ 明瞭 に 記録 され て いる 点 か ら 推し て , 之 は 到底 すす て る 訳 人 は ゆか 
な い 様 に 思わ れ , 仲 え 難し いと と ろ で ある が , 結局 , 以上 エ , せ , 芽 の うち , エ と 下 は 確 突 。: 
も る 少く と も 今回 の 観測 結果 だ け か ら 見 れ ば 捨て 得 な いも の で は ある が , 谷 次 回 の 結果 を 必要 
と する と 球 う 点 で 一 応 の 一 致 を みた の で ある . 

之 等 の きつ の 式 か ら , 夫々 の 層 の 厚 さ を 求め て 見 る と , 次 の 通り ( こ な る . 

Z。 ニ (27. 2 王 8.0) km 


の 。。 三 (5.1 十 8.8) km 

Zs ニ (82.8 土 1.8) km 
の 三 6.19km/sec の 層 の 上 に お を らく 存在 する で あろ うら 地層 に つい て は , 今 同 は 爆破 点 近傍 
に 麗 測 点 を 設け な か つた 導 , その 走 時 を 見 出す と と は 出来 な か つ た けれ 共 , エ の intercept 


ES 入れ て CYSgrriii 
m ーー とら て 0 吉 Sh に 。 * す , 寺 ォ 
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time が (0.21 王 0.07) 秒 で ある 点 を 考 を たると, うす い 層 の 存在 が 予想 され る が , お を らくご 
の 地層 は , 石 淵 爆 忠 の 盾 測 結果 か ら え られ た 2.56km/sec の 層 が , と の 辺 ほ で うす く な 
つの で つづ ざさ の で いる も の と 考 を られ る . 「 

何 ⑥, ⑦, ⑨ の 三 地 点 で つく られ た 乾 2 図 の 点線 は , 4.1km/see の 速度 と 示し て いる が , 
S 渡 の 速度 と し て は や ぃ 大 きす ぎる 様 で ある . 

b) 西方 測線 

泌 2 図 で 、. アン ダー ライ ン で 示さ れ た 番組 の 測 点 か ら つ くら 和 れ た 実直 線 が , 西方 測線 か ら を 
られ た P 濾 の 走 時 を 示す 直線 で ある . 最小 自 乗法 で この 直線 の 式 を 求め る と 


AA 
(5.76 二 0.05) 


の いい NG いい ttb な 


08185 ロ 上 1 三 二 ( 一 0.02 王 0.10) 


と と な り , 了 ア 。=5.76km/sec の 速度 が 示さ れる . 

西方 測線 の 方 は 十分 測線 を 伸 ば レ を な か つた の で , と の 層 の 厚 さ は 走 時 か ら は 求め えな いけ 
1 れ 共 , と の 了 。 の 値 は , 石油 の 小 2 同 目 の 観測 の 際 を られ た 同じ 西 方 測線 に よる ア ヵ =5.78km/ 
を sec と 極め て よく 合 つ て お り , こと の と と は , 石 淵 の 場合 を 合 し て 一 応 得 ら れ を た この 附近 の 東 
西方 向 に あけ る 地殻 構造 の 秦 。 即ち 石油 附近 で の 厚 さ 750m 位 の 了 ッ =9.56km/sec の 表面 層 
が 約 36/ 位 の 傾き で 東 に ゆく GS う 北 全 で の 9 く な る 様 に 傾い て 如 り ( 之 は この 層 が Tree t 介 
ょ 考え る こと に ょ つて , 地質 学 W9Ic も うな づけ る 点 で ある ), その 下 に , . と の 傾き と ほ ゞ 平行 
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Fig. 93. Hodographs of the EE-W profle of north-eastern JaDan from the 


seismic data of the explosion8 of Tsibuti and KammaiSi. 
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て 。 極め て うす い 了 ,=4.76km/see の 層 が あり , その 下 (, 南方 測線 で 6km/sec 内 外 の . 
アア,。 の 値 を 示し た 層 が 存在 する . と 云う 構造 を , 更に 確 め た と と に な る と 思わ 入る の で あ 
と お 

谷 芝 2 図 で 。A<100km の 部 分 に お いて 点線 で 引か れ た 直線 は , 西 方 測線 か ら を られ た も 
う 一 本 の 走 時 を 示す 直線 で , 之 は 図 の 上 か ら 約 3.4km/sec に な り 一 応 8 渋 の 速度 で は な いか 
と 考え られ る . 

矛 3 図 C, 石 淵 の 場合 と 今度 の 場合 の 東西 方 向 の 測線 か ら を られ た 走 時 曲線 を 合せ 示し て あ 
る 。 
S 6 結 び k s | 
結局 , 今回 の 移 石 鉱山 て あけ る 第 1 同 の 爆破 (に よる 地震 動 の 観測 は , 始め に も 述べ を た 様 に 石 
淵 の 場合 と は 異な つた 爆破 機 村 の た め 予 想 外 に 地震 動 へ の 効 有 目 が 弱く , 解析 に 用 いえ た 記 和 の 
数 が 十分 で な か つた 為 に 。 を の 確認 を 炊 回 に ま を ね ば な ら な い 1, 2 の 点 を 残し た の は 残念 で あ 
る が , それ で も , 南方 測線 の 結果 か ら は , 石 淵 の 場合 の 芽 三 層 に 当る 層 内 で の P 波 の 速度 が , 
前 同 よ り は や \ 大 きく 出 た と 球 う と と , 8km/see 程度 の 。 を も つ 層 を , 32km 内 外 の 深 さ の 
場所 に 見 出し た と 云う と と , 西方 測線 か ら は , 石 淵 の 場合 か ら え た 東西 測線 上 か ら の 結果 を 更 
ic 確 め え た と 到 う 点 な ど が 注目 すべ き 結 果 だ と 云え る で あろ 2. 
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宇 う : 小川 辰 雪 。 宇 佐美 意 天 。 宇津 徳 治 。 酒井 選 彦 て 以上 中 央 気象 地 震 課 ): 早 用 正己 古谷 重 
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大 物理 学 教室 ): 田 治 米 鏡 二 , 山下 四郎 (以上 秋田 大 学 鉱山 学部 ): 須川 力 〈 水 沢 緯度 観測 所 ) 
1 爆破 地震 動 研究 グル ー プ 会 報 No. 1, 2,3,4,.5 [地震 第 3 乱 , 第 2 史 , 昭和 26 年 
地震 研究 所 イ 報 第 29 号 ,、 和 集 1 后 て 昭和 26 年 ) 
6 30 号 , 第 8 再 て 2 27 年 ) 
統合 的 な 報告 と し て は 
1 自然 」 11 月 号 , (19852 年 う 
「 地 球 科学 ] .7′ Q952 年 ) 〔 
2) 最小 自 乗法 が ら 直 線 を 求め る の に , ある 点 を 入れ る と 入れ な いと で , 結果 に どの 程度 の 違い が 
生ずる か を 当 つ て 見 た . 例え ば 上 の 1 , せ , 下 に 於 て ,⑥ ょ と 云う 観測 点 の 走 時 点 を 除い て 計算 す 


CV そ 
6.29 ょ 0.04 十 Q0. エ 0.07). エ 式 は 


0③.10 ェ 0.52) 


ーー > | - A 
1 式 は 0. 記 
る と , T 式 は 0.8h35m 十 1 7.44 エ 0.12 


G③ 0 の 6.65+0.62) と な り , 速度 も , intercept time も 共に 若 王 変る が , 


其 等 の 確率 誤差 は この 場合 に は 共に や ヽ 大 きく な る . 
3) 我々 が 今 ま で に 得 た 観測 上 の 論 料 と , 地質 学 上 か ら 着 つ て いる 事実 と を 続 合 す る と , 上 の 様 な 
地殻 構造 を 考え る こと が , 少く と る 現在 の 階段 で は 最も 自然 だ と 云う だ け の 意味 で ある ・ 


穫 式 は 


重力 と 地下 構造 この 関係 け ) 
地 需 物 折衝 度 の 分 布 と 重力 と の 関係 
帝国 石油 株 式 会 社 加 藤 元 彦 、 


On the Relations between Gravity and Sujbterranean Mtructure (T) 
Relations between gravity and distribution of density of subterranean rnatter8 
Mrotohiko KAro CTeikoku Oil Co) 


The author assumes a model in which the density of subterranean matters is distributed 91 
a8 shown by the formula C8). This formula satisfes the two conditions,the one being the 9 
formula (1) which defnes the variation of the mean density with respect to depth, and the 
other the formula (6⑥) which does the digtribution of density on a subterranean plane at 
any depth. 

T the gravity and the density on the earth surface are given by (10) and 〈⑤), then the 
coe 地 cients C。。 in 8) take the forms (12). 

Tn the case o[ prospecting, most probable values for the coe7c2c77s の 7 2 7ofe o7 cg7276 oO/ 
e72826/ 6 ep will be ぇ =0.5x10-5 O.GLS. and 1 or の Putting ん ぁ ニ の hiS model . 
produces a subterranean 8tructure which iS consistenr with that inferred by seismic method. 

He also discusses the relations between the 7es2gu7 roo2/ C9') and the 7eg7O7to7 4727/ 
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1 緒 諭 居 う 

地殻 を 付 成 する 物質 の 容 度 分 布 を 地表 の 重力 の 値 か ら 決定 する 事 は , 地球 物理 学 上 か ら ゃ 地 
下 底 源 探査 の 面 か ら も 非常 と 重要 な 問題 で ある が , 地 実 の 重力 の 値 の みか ら と れ を 一 義 的 と 決 
定 する 事 は 原理 的 に 不可 能 で ある . 然し 審 度 分 布 の 仕方 に < 或 る 条件 を 附け れ ば , 換言 すれ ば 適 
当 な 密度 分 布 の 模型 を 想定 する な ら ば , 重力 の 値 か ら 地 殻 の 密度 分 布 を 決定 する 事 が 出来 る 。 
その 最も 初等 的 な 方 法 と し て 地下 の 物質 を 球 と か 無限 円 筒 と か の 簡単 な 物体 (模型 ) と 見 人 
し て 推定 する 方 法 で ある が , と れ は 少し 複雑 な 模型 に な る と 到底 応用 が 出来 な い 。 

ーー 次元 の 問題 を 解釈 する に は 地下 構造 の 断面 (模型 ) を 適当 に 想定 し て を の 重力 を 逆 に 算出 
し , 実測 値 と 最も 良く 合う 様 に 想定 断面 の 形 や 密度 を 色々 と 変 へ る 所 詩 trial and error の 方 
(間接 法 と へ いう) が ある . これ は 一 般 に 最も 良く 用 いら れる 方 法 で あつ て , その 狗 地下 密度 
分 布 の 模型 か ら 重 力 を 算出 する 方 法 は 昔 か ら 多 く の 人 さそ にょ よ つ て 委 軸 され て いる 健 ?、 三次 元 
(分 布 し た 客 度 を 決定 する 問題 も 年 > に し て 二 次 元 の 問題 iC 論 へ て と の 方 導 を 利用 レ て いる 。 
人 然し と の 方 法 は 各 構成 物質 の 分 布 の 形 や 欠 度 ic 或 る 不 確 定性 が ある の で , 一 つの 解 が 出 を か ら 
と 到 つ て それ が 最も 確か らし と 解答 で ある と は 云 へ な い . 夫 牙 地下 構造 が 概ね 剃 つ て いる 場合 
(て 用 いて 有効 で ある . 
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。 地下 構造 が 未知 で その 想定 が 難し い 時 は , 地表 の 重力 か ら 直 接地 下 和 密度 分 布 を 算出 する 方 法 
(直接 法 と いら ) が 用 いら れる 避 め .、 こと れ は いづ れ ゃ 地下 物質 が 或 る 深き の 平面 又は 球面 と 着 
、 縮 され て いる と 仮定 し て 計算 さき れる も の で あつ て , 深き ic 比 し て 非常 に 長い 構造 で ある 場合 は 
) 更に 角 と し て , 地下 論 源 探査 に 欠け る 様 な 小さ い 重力 暴 常 一 平面 胡 縮 レ て 解 和 する 事 は 不 
適当 で ある か ら , 主として 地球 物理 学 的 見 地 か ら 重 力 を 解 息 する 際 に 用 いら れる . と の 場合 で 
も その 北 縮 面 の 深き を 何 所 (に 採る か , どの 程度 の 大 きき さ 迄 の 重力 異常 を 考慮 する か に 不 確 定性 
が あり , 且つ 肖 縮 面 は 有限 個 し か 採れ な い の で 地下 或 る 深き まで の 密度 分 布 を 連続 的 に 知る 事 


、 は 不可 能 で ある . 


等 者 は と の 直接 法 の 欠点 を 補う 為 C 選 縮 面 が 連続 的 に 存在 し , 且つ 各 深 さ の 面 lc 分 布 す る 
密度 は それ に 依 つ て 生ま る 重力 異常 の 変化 の 渋 長 及 び 面 の 深 さき に 応じ た 適当 な 重 味 CWeight〉 
が ある と 仮定 し て , 地下 物質 密度 の 連続 的 分 布 を 計算 し 且つ その 結果 が 実際 の 地下 構造 と 良く 
| 一 致し て いる 事 を 本 論文 に 示さ うと 思う . 即ち 先 づ 地下 の 一 水平 面 内 の 平均 審 度 は 深き に つれ 
ーー 党 の 小 長 に 応じ た 重 味 $ 指 久男 数 的 
。 に 変る と 仮定 し た . この 平均 人 i 度 の 変化 や 重 味 の 変 り 方 は 重力 以外 の 物理 的 条件 或 は 地質 学 的 
葉 か ら も 或 る 程度 決定 出来 る る の で ある . と の 重 味 の 附け 方 は 一 地区 の み に 特 有 な 方 法 で は 
、 なく , 一 般 の 地区 で も 共通 で ある 事 が 以下 玉 中 べべ る 二 , 三 の 実 例 で 予想 せら れる の で , と の 模型 
を 使 つて 多く の 場合 の 問題 を 解く 事 が 出来 る で あら うら . 

本 締 の 目的 で ある 地下 衣 源 探査 の 面 か ら 問 題 と な る 小さ な 重力 異常 の み で な く , 地球 物理 学 
的 に 考 へ られ る 広域 の 重力 異常 に 対し て も この 模型 は 有効 に 用 いる 事 が 出来 る . 又 と の 模型 と 
も いて 重要 な 常 数 で ある 密度 変化 係数 は 均衡 異常 と 関係 づけ て 考 へ る 事 が 出来 る の で 地球 物理 
| 学 的 郁 察 も 必要 で ある が , と れ は 別 稿 に お いて 論ずる 事 IC し て と いで は 省略 する 民 9。 

以下 問題 を 簡単 に する 為 に 二 次 元 の 場合 を 考 へ る . 即ち 地表 面 内 に 駐 .Y 軸 , 鈴 直 下方 に 
Z 軸 を 採 つ た 右手 座標 系 を 用 い , Y 軸 方 向 C に は 凡 て の 量 は 変化 し な いと する . 

S 2 容 度 布 分 の 優 定 

多く の 石油 井 の 碑 恋 の 比重 の 測定 の 結果 か ら , 或 る 深 さ z に お ける 一 水平 面 内 の 地殻 物質 
の 密度 の 平均 値 P は , 深き に つれ て 指数 函数 的 に 変化 し て 深く な る 程 一 定 の 値 p, ic 近づい 
て 来る 事 が 判る . 即ち 地表 面 の 物質 の 平均 密度 を p と する と , 平均 密度 p は 


jp=p キ 1ー の の (emz 一 ) 2 
多く の 場合 充分 な 近似 で 表 は され る . 多く の 実測 値 避 め か ら P。 Pz 及び 密度 変化 係数 を 
仮定 すれ ば =1.750(C.G 8 み =2.700(0.G.S.) 
W 呈 0z5x40-?COEG.S), (9 ) 


クア 
1 ーー と 22o397 伯 969) 
入 


16 て 132) 重力 と 地下 構造 と の 関係 


深き Cm) |  p | 深き CEmD | 
0 1.750 0 1.750 
100 1.796 1 2.124 
200 1.840 2 2.350 
300 | 1.882 8 | 2.488 
400 1.922 4 | 2.51 モ 
500 1.960 || 5 放 寺 28G22 ミ 
600 1.996 | | 6 IN。32.658 ち 
700 2.081 y llE25671 ら 
800 。 | 2.068 | 022688 
900 2.094 9 | 92.689 
1000 2.194 10 2.694 
1100 2.152 | 1 | 2.696 
1200 2.179 || 12 く YWP2 009 
1300 2.204 | 13 2.699 
1400 2.228 || 14 2.699 
1500 2.251 | 15 2.699 
1600 2.273 | 16 2.700 
1700 2.294 || 17 2.700 
1800 。| z.s14 | 18 2.700 
1900 2.838 | 19 2.700 
2000 2.950 | 20 2.700 


0 
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2O ン 272 
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Fig.!. Assumed mean density, 


と な る 。 (1 ) 式 に と の 値 を 用 いて で 
計算 し た 値 を 第 1 表 及 び 第 1 図 (ic 
示し た . と れ ら の 常 数 (2) を 決定 
し た 論 料 は 深 さ が 高々 2000m 迄 で 


ある が , それ より 深い 花 賠 岩 層 と 考 へ られ る 所 の 値 $ も 良く その 密度 と 一 致し て いる . 地下 次 源 
探査 上 の 問題 で 密度 差 p を 考 へ る 限り は , 人 は 重要 な 常 数 で ある が , 。 Pz の 絶対 値 は 知 


る 必要 は な くそ の 差 の み 判 れ ば 良い . 


重力 の potential を び と し て 二 次 元 の Laplace の 式 : 


2 2 
2 


oe? の 2 


の 解 の 内 , 2 み ーo で 0 ひ 一 0 と な る 解 を 選べ ば 
び = タラ 4 1 の の 


と な る . これ を z で 後 分 する と 重力 9 は 


2 クル 4 
ーー ニー ニー COS 


(3 う 


(3 る) 


と な る . 4 ヵ gwx は 境界 条件 で 決ま る 係数 で , 各 項 の 表 は す 波 表 を 7 と する と gw。=2z/7 で 


ある . 


密度 分 布 の 々 に つい て の 交 化 も 重力 9 と 同じ 形 の Tourier 級数 で 表 は され る と 仮定 し 。 


地面 を =0 の 密度 分 布 を 


柚 
MI 


希 き 本 で 9 188) 17 
三 の 。 圭 さ の 。 2 2477 @ ら う ) 
と し (⑦⑰,。=p), 深き z の 水平 面 内 の 密度 分 布 は 
p 三 P 十 ( 細 ES) 0 SA 9772 ( 6 ) 


と 表 は す 事 I こ て する. と の 式 中 の 因数 人 ユ 一 exp( 一 X)} は (1 ) 式 と 同じ も ゃ の と し を . これ は 同 
一 水 半面 内 の 密度 変化 の 様子 時 ち 振 巾 が , 深き が 深い 程 大 きく な り 遂 に 一 定 の 状態 に な る 事 を 
示し , 因数 esp (一 Azz) は その 窒 度 の 振 巾 の 深き に よる 変化 が 夫々 の % 即ち 渋 長 に つい て 
凌 る 仕方 で 変 つて 行く 事 を 示す も の で ある . 密度 変化 係数 /。 が 負 な ら ば と の 振 巾 は 深 さ が 
く な る 程 指数 函数 的 lc 大 きく な り 遂 に 無限 大 CC な る の で Ax 且 0 と 考 へ な けれ ば 不 合理 で あ 
る . 

鶴 度 変化 係数 Ax。 は 適当 に 決め る べき 量 で ある な, こと れ が 深き に よ つ て 変 ち な い 正 の 常 数 と 
する と , 密度 の 振 巾 @。 iC か ヽ る 係数 ユ 一 exp( 一 人 2))exp( 一 Az ) は 或 る 深き で 最大 に な り 9 
その 深 さ ググ (max) は こと れ を z で 後 分 し た も る の を 0 等 し いと し て 
還 (の 
と な る 。 今 A ぁ 。 が 構造 の 波長 7 に 反比例 し 然 も A ぁ =2z/7 三 gw で ある 場合 の 値 を 示す と 第 2 
表 の 様 に な る . 濾 長 の 長い 構造 程 深 い 所 に その 振 由 の 最大 に な る 所 が あり , 地下 論 源 探査 の 場 
合 の 如く 濾 長 が 20km 以下 の 短い る の は を の 深 さ が 2000m 以内 に ある . 弟 3 表 に は 0, 


グ Cmax ) 三 倒 te] 1 十 


Ag。 の 場合 の 人 せ 一 exp( 一 2))exp( 一 As) 及び 2Cmax) の 値 を 挙げ た . 


和 集 2 表 用 <max) の 値 (4 ぁ = ニ の 。 の 時 ) 移る 美 2 ^2)e-AzeZ の 値 
7 ググ (Cmax) / cmasy! 3 ー タ 深き Cm) 
Ckm)| Ckm) ダグ cmax) | | km) Ckm) 7/ グ (maxy 2 人 グ Cmax) 
Ckm) roo | 500 | 1000 | 1500 | ば m) 
1.0| 0.15 | 6.58 92 まう 6dNISTT 29 ニー 1 2 
員 革 0.29 665 | 82 2. 55 12.64 0 0.049 0.221| 0.898| 0.528 co 
2002 SA22k29220 0.046. 0.172| 0.289| 0.249 1.88 
3 054S30UM2201I 0 IS.9:6T0 間 2. が 4 
還 因 lO565WH Sg24 | っ 96 | 4:81。 」 22.8 RM 
RBN5O378 唐 2369 128 4-83 | 26.5 0 
S 二 O009m| 8212 NT92 | 558:。| 34:4 RE 
12 | 1.84 | 8.95 | 256| 6.12 | 41.8 1.0 0.026 0.010 0.001 0,15 
6 | 1.5 | 0.082 0.027 0.006| 0.001| 0.28 
1 g ぁ ヵ | 2.0 | 0.056| 0.046| 0.017| 0.005| 0.80 
(@9)、 CB5) (ul 考慮 レ て 密度 分 布 3.0 | 0.040| 0.078| 0.048| 0.0238| 0.48 
| 2.0 | 0.042 0.101| 0.082| 0.050| 0.55 
さ | | 
を 表 は す 式 を 作れ ば | 6.0 | 0.044| 0.181| 0.138| 0.110| 0.78 
] 
s き 12.0 ! 0.046| 0.170| 0.288| 0.24 れ 1| 1.34 
P ニ テカ 。 十 る の my 士 (キー タバ の に | | 
co |0.049 0.221| 0.898 0.528| co 


( 2 PC7) 


ne: で ある 。 


深き z に あけ る 厚 さ 9z の 水平 板 上 の 質量 分 布 が 
( ダ 。 十 る Sn Ox ) の る 


- 但 じ え ぁ 。 は, 


CO8 


土 (1 一 の の の デー gin 


=p 十 えん 8 の 


ーー 人 の 。 十 (1 一 どの 6e-AwO。 
と の PEN は 以下 の 議論 作 に お いて 重要 な 量 で ある ・ 
、S 3 密度 分 布 と 重力 と の 係数 の 問 の 開 係 


で ある 時 に , と れ に ょ る 重力 を 


ー27 が だ ギ 。72, 


で 表 は され る . が は 万 有 引 乱数 で ある 。 
と の 様 な 板 が 深き 0 か ら まで ある 時 の 地表 の 重力 9 が 


_ で 奏 は され る 時 は 


と な る 、 


即ち 


を 得る . か く て 地 実 の 重力 と 物 放 分 布 の 係数 Ba。 Pa が 求 ま れ ば 地下 衝 度 分 布 の 保 数 6 が 
算出 し 得る の で (8) 式 Ic 代 入 し て 地下 の 密度 分 布 が 決定 され る . 容 度 交 化 係数 A。 を 0。 
で " とし 人.0r ACE 


と 2 と 2 
=ze」 め の 7 2 =sre| 
0 


上る 用 


0 


今 我 さ の 考 へ る 所 で は ギ ぁ 。 は (9) 式 で ある か ら 


2 


の 2 だ 


る と 4 
| vwr2eg+ (1 一 e-A2)g (A+ Ode 
0 0 


この 積分 の 上 限 ダ を 無限 大 人 し て 


Oz 


7 王 の Z2e 4 る 宛 の g 
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第 4 表 一 -Q+4w 寺 DO) の 値 
(単位 10-5 O.G.S.) 


攻 絆 kn) | 


間 ルー 44 三 @ 2 で その 収 基 の 度合 は 悪い だ = 
当 0.5 328.4 354.5 1288 .4 の 時 は 適当 な 項 ま で 採用 し て 計算 す 
馬 0.6 229.8 253、 カ 898.2 = 
衣 0.8 181.22 147.93 509.2 る . XA ぁ 三 qx の 場合 は 2 の 小さ い 地 
を と 1.0 85.24 98 .81 328.4 表面 近く は 束 も 角 も , それ 以外 で は 
5 39.28 48.66 148.75 NNS 
信 zo 22.88 30.16 85.24 収 蔽 し 深く な る 程 収 希 は 早く な る 。 

馬 、 9:O 10.88 16.06 39.28 と つ で 注目 すべ き は 地下 の 密度 分 。 
0 6.51 10.65 22.88 0 
6.0 8.24 6.83 10.87 布 の 係数 の 。 は 平均 密度 P の 変化 
12.0 1.07 3.12 3.24 の 任 方 に は 無関係 で (9) 式 の 4。 ャ 
co 0 1.00 9 Ss 
「 ' だ け で 決定 され る 事 で ある . 即ち 平 
| 均 密 度 P が (1) 式 で 表 は され な V 場 合 例 へ ば 平均 密度 に 不 連続 面 が あつ て も , え 。 の みな 
⑨ 式 で 表 は され る 様 な 密度 分 布 な ら ば 0。 が 2) 式 で 決ま る 事 で ある . に = 
9) 式 中 の 。 の 項 の 符号 が 錦 で ある 事 は 地表 面 の 密度 の 犬 きい 所 で は その 真下 の 地下 の 。。 
| 質 宙 度 は 小さ く な っ で いる 事 を 示し , と れ は 地 芝 均 衡 説 の 説く 所 と 定性 的 lc 一 致し て いる の っ 

で あつ て , と の 事 に つい て は 別 稿 で 論ずる ・ 2 
| 地下 密 鹿 分 布 を 算出 する 代り ic, 地表 面 IC お ける 密 雇 変化 率 (2p/22。 を 求め る 事 は より : 寺 
上 千 易 < 出来 る も の で ある . 即ち 8) 式 を < で 微分 し て <=0 と する と 字 度 突 化 素 は 2 

( 2) つ (m+ の s 一 の の ) 庄 eg) 。 和 

三 入 { 放 一 呈 士 る の 人 2 (18) 。 

|。 で 表 は ミ れ る 。 若 レ ん 。 が w の 如何 iC 拘わら ちず 一 定 で Ax=( 三 const.) な ら ば 軸 
1 1 6p 
和 き ンー は 4 全 2ー^2) チ ー ハ 6 2 14 2 

_p=G-e の Gee の エーG-e の Orw( 妥 ) G3) 

、 で ある か ら , 容 度 次 化 率 (2p/2 の 。 を 求め て あお け ば その 点 の 地下 任意 の 深き の 物質 密度 の が 了 
末 め られ る 。 特 問題 が 三次 元 の 場合 は 密度 変化 率 を 先 C 求 め 必要 (に 応じ て 地下 の 物質 窒 度 了 


形 に 表 は す な ら 


を 求め て 一 つの 図表 と し て お け ば 便利 で あ る . 
の の 信人 な * 布 を 求め る 場合 も 同様 I ヒ 論 じ 得 る . 即ち 各 隔 の 量 を 二 重 Pourier 「 
ダウ 語 ee sn 62 


ば 。 上 導い た 式 iC お いて お 。。 0 の 2x を 夫々 Be 0 の ww Am 


G135) 19 


人 芝 す る も る の と する . 実際 問題 で は 


Ax=0, A ぁ = の 時 は 収 公 級 数 (に な 


20 (136) 重力 と 地下 構造 と の 関係 て 1) 


と し gs の 代り ic (2 十 622) と すれ ば 良い . 

双 円 信 座 標 y の z を 用 いる 時 は 

ダダ (er) 訂 6 の 

の 形 の Bessel-Fourier 級数 KC な る の で , j。 0 の 。 の ぁ 。 AA。 を PO の の AA と し ,. 
gw は を その ま ょ g ぁ 。 と すれ ば 良い . 

S 4 実例 一 秋田 下野 及び 新潟 江 坂 町 の 重力 の 解釈 

上 述 の 理論 の 応用 例 を 示さ うら. 

明和 26 年度 当社 で 調査 し た 区 田平 野 の 重力 控 然 の 結果 を 用 いて 解析 し た . と の 地域 は 本 邦 
屈指 の 油田 地 句 で 既に 昔 か ら 多く の 石油 井 が 掘ら われ , それ に ょ る 地質 構造 も 他 地震 に 比 し て よ 
く 調 査 研究 せら ちら れ て あり , 加 う る に 地震 探鉱 も 最近 行 は れ 此 の 重力 解析 の 結果 を 笑 際 の 構造 と 
対比 する の に < 好 個 の 場所 で ある . 就 中 , 重力 調査 の 結果 は その 暴 常 が 極め て 小 き < 従来 の 方 洒 
で は 到 克 解 釈 出 来 な か つた 所 で ある が , 著者 の 方 法 を 用 いて 初め て 納得 の ゆく 解釈 が 得 ら れ た 
の で ある 叶 @. 


第 5 表 秋 田平 野 


1 條 を を る 


測 点 | 観 滑 値 9 司 2 _ 観測 値 波長 7 
番 せ (0-CG8 う | ao-3O.G.8) 5 | 王 006g| SO Go-GsJ 克 5 
0 | 25 0 812.0 | co | ns | 795 19 | =-s.0 | 0.92s 
市 35 トー6828.8 2 SGD4S NGG SEE 3.5 | 0.857 
四 害 52 2 0 | 15 | 970.。。 本 5 還 計 9eCiiM00SS6 
3 | 82 3 に 209:8 | まり lde SN0s8 ま 56 当 1.6 | 0.75o 
4 136 4 23920 3。 人 17。 信人 161MNEeS 2.8 | 0.706 
5 194 5 ー15.6 3 240 、 こ 上 18 272a 38 0.8 | 0.667 
6 27 6 16.9 | 0 19 | 。 408. 抽 計 39 ー2.3 | 0.632 
ア 355 | 7 | 2.0 | 1.244 | 90. に R549 | 50 | 1.4 | 0.600 
8 440 | 8 Ti 1.500 全 3 168) テト c211H 証 0ROSS0E 
9 818 。 | 9 | -4.9.| 1:983 | 22 | 1795 22 0.5 | 0-545 
310 | 52 |nio 5.0 | 1.200 | ss 1c00 28 | 一 0.2 | 0.592 
遇 649 | ー3.0. | 1.091 || g 1980 24 1.0 | 0.500 
07352 2.8 | 1.000 | | | 


喘 線 は 土 因 背 余 (著者 の 仮称 詳し く は 後述 ) と 丸橋 背 斜 の 二 つ を 東西 に 真横 ic 切 る 全長 
6km の 直線 に と つた 。 測 点 聞 隔 は 平均 250mm で その 観測 値 CBouguer 異常 ) 9 は 第 2 図 A) 


示し た . 測 点 は 等 間隔 で な い の で 等 間隔 な 点 に 直し た 値 を 第 5 表 に 示し た . と の 値 を 用 い 全 


長 6km を と する cos 項 の み の Fourier 級数 lc 分 析 し その 各 係 数 。 を 第 5 表 に 示し た 。 

序 で c 各 項 の 潤 長 7 を 同 表 ic 掲 げた . 第 2 図 CB) は 重力 の 観測 値 (4) か ら 夫 ょ x 三 8 w 
6 の 頂 を 除い た も の で 所 講 差 重力 CRestdugls) を 示す も の で ある (O) 図 は 一 次 後 人 g。 
を 王 12 の 項 を 用 い , (D) 図 は 二 次 後 分 gz。 を SS8, ww ミ 12 の 項 を 用 いて 表 は し た も の 


OO の 

も ya し 
1 2 まっ で 、 で 5 才 お 
リリ マル 


9 ント ニン 87O221 7 


Fig.2. Akita Plane、 (A)Observed gravity. (B)Residuals. (C)8&(D) 
lst 8 2nd vertical derivatives. (E) ( 少 2z)。 . 9 


で ある 民 9. CB) 図 は 地表 I に あけ る 密度 次 化 率 (2P/ と の 。 を (18) 式 を 用 いて 計算 し た も の 3 
"で が 0 の 時 と (=const) ic 等 し い 場合 を 共に 12 の 項 を 用 いて 表わし た 。 稚 測 値 。 捕 
 (⑭) や 狂 差 重力 CB) か ら は 判然 と し な い が 一 次 微分 , 二 次 後 分 CO, CD ) や 密度 交 化 率 C) 

を 見 れ ば 二 つ の 背 斜 の 存在 が は つき り し て いる . - 


、 第 き 図 CF) は 坪井 の 機 型 肥 ち 地下 の 物質 を 一 水 平面 に 弟 給 し て そ の 密度 分 布 を 計算 し た る 
の で , 一 つ は 深 さ 500m ic 北 縮 面 が な ある と し w 二 12 の 項 を 用 い , 他 は 深 さ 750m の 所 に 恒 了 
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6- | > 
Fig.3. Akita Plane。 Estimated density distributions. by Tsubois 
models(F), 8 by qssumptions AssO(G), 入 。= 和 (H) 入 。= の 。 
(!). (J)Geologic structure 8 resulfts of selsmic pros.. 


の て % 全 9 及び み 記 12 の 項 を 用 いて 計算 し た 後 , 凝縮 され た 物質 の 度 差 6 を 1.0C.GLS。 
= ヒレ て 衣 縮 耐 か ら の 凹凸 で 表 は し た も の で あぁ る 。 1 M 
(⑥, CH), て ) 図 は と * で 述べ た 方 法 で 求め た 密度 分 布 で あぁ つて . 苑 委 の 密度 は 一 様 で 
紀 on 則 ち > の 。=po Ox =0 ふし て 生息 し た 、:CG) ま と し て 和 会 12 の 項 を 用 い , 
(H) は ん =XC=0.5x105 0.G.8) と し て w 和 19 の 項 拓 時 w<。 ヌ Q) は 2 2 


で の ーー ンー '「 ま し 
+ 誠人 0 ov 99 が に 4 eo pr Pe LOL ュー 守り レン 

1 | 3 っ < ? ッ 。 ラン ニ デ ーー ・ 

か \ さ ス ご 2 と 


加 苦 元 索 39) 28 


。 場合 で 玉 て の 項 和 を 用 いて 計算 し た も の で ある . と れ ら は 夫 * の 仮定 の 下 に 深き は 100m 間際 
に 密度 を 算出 し 等 密度 線 を 書い た . (③) 図 は 井戸 の 岩 世 の 観察 か ら 推定 せら れる 地質 構造 と 地 


震 近 鉱 の 結果 を 示し た も の で ある . 最近 の 地質 学 的 巻 察 か ら 土崎 背 斜 ( 図 左 方 の 背 斜 ) は 逆 断 
層 で 笑 上 げ ら れ た 構造 と 考 べ られ 深い 所 で は 背 斜 と 見 父 し 難い が , と ょ の 重力 解 新 の 結果 の 検 
討 に は 特に 差 障 が な いか らち 従来 の 解釈 の 上 に 立つ て 背 斜 構造 と し を ・ 

抹 井 の 方 法 CF) で は 二 つ の 斜 の 存在 を 確定 し 難い が 著者 の 方 法 で 行 つた (G), ( 下 ) 或 


| は ①) で は 余 程 は つき り そ の 存在 を 認め 得る で あろ う ・(H) (D, ①) 図 の 対比 を 容易 に す 


る 為 と れ ら を 重ね た 図 を 第 4 図 に 示し た . 


入 み 5x7 の " 


(A) ( ) P 


Fig.4. Akita Plane. Estimated density distributiOnS, 9eoIOgic structure & results of seismiC prOS.. 
(5ee Fig.3. H, 1,J ) 


これ ら の 図 か ら 判 る や う c 筆 者 の 方 法 で 計算 し を 結果 は 非常 に よく 実際 の 構造 と 一 致し て い 


る . 獲 オ 人 図 を 見 る と 地質 構造 は =X と し た 場合 が , 又 地 震 探鉱 の 結果 換言 すれ ば 物理 的 
構造 は Ax 三 gw。 と し た 方 が 良く 一 致し て いる 事 は 注目 すべ き で , と れ は 地震 探鉱 や 地質 構造 


推定 の 誤差 を 考慮 に 入れ て も 著しい 差異 で ある ・ 
>。 ニ 0 と し た 場合 (G) の 計算 は 一 番 簡 単 で ある が , 深き が 深く な る と ! 不 合理 な 結 条 を 全 
むせ 。 即ち 密度 分 布 が 垂直 な 板 状 (C な る の で , 地表 に 極 く 近い 部 分 の 密度 分 布 の 計算 (に 用 パ 穫 ば 


ゃ 


良い 。 1000m 又は 500m より 浅い 所 で は の 仮定 の 差 凌 と よる 密度 分 布 の 相 異 は 少 い 事 が 


認め られ る . 

秋田 平野 で は と の 測線 の 他 lc, と れ と 平行 に 南北 夫々 約 1km 離れ た 所 及び 金 照寺 を 通る 略 そ 
東西 線 の 三 つ の 測線 に つい て 同様 な 解析 を 就 み を が いづ れ も 上 例 場 合 と 同様 な 実際 の 構造 と の 
対 此 が 出来 を. 

鐘 上 記 の 測線 に 天 い で 地表 の 窒 度 分 布 を 考慮 に 入れ て 計算 し を た が, その 結果 は と ゝ で 第 略す 
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剖 


る 革 。 構造 の 小 長 ? が 小さ いと (12) 式 中 の カ 。 の 項 は 及 。 の 項 に 比 し て 小 きく 0。 な は 爺 
ん ど 変 ちず , 唯 。 が 変 つ て を の 点 か ら 鉛 直下 方 の 密度 が と それ (に つれ て exp( 一 の の 。 だ け 多 


く な る に 過ぎ な い . 夫 飛 地表 の 密度 分 布 の 係数 カ 。 が 特に 大 き な 値 で な いと の 例 の 場合 の 地 
下 鶴 度 分 布 の 様子 は の 。=0 と し た 場合 と 大 差 は な い . 


ーー サナ ーーー レ ーーー ト ーー 」 ーー ニーー ト ーー ニー トー ルー 了 』 」 

- の 7 
の 2 
の 3 
02 
の 5 


の 5 


Fig.5. Sakomachi(Niigata Planeg)、( 


A)Observed gravity, 
Esfimoted density disributions.(B) 和 ん 誠信, (CA= の 。 
(D)Geologic structure ga results of seismic pros.. 


吉 5 図 は 昭和 25 下 度 の 新潟 双 坂 町 の 重力 調査 の 結果 を 用 い 全 く 同様 に 解析 を 行 つ た ゃ の で 


AX と レ 12. の 項 を 用 C, (O) は =ga 中 
し ル て の 項 を 用 いて 計算 し た も の で (①) は 地 貸 構造 及び 地震 探鉱 の 結果 で あぁっ >. と Na 
A ぁ 三 の 。 と し た 場合 が 地質 構造 に も 地震 探鉱 の 結果 に TK の ま 


- 秋田 平野 の 場合 。=A の 場合 は 地質 構造 に , =e。 の 場合 は 地 


C4) は 稚 測 値 CBouguer 異常 ) CB) は aa 


堪 擦 鉱 の 結果 に + ょ < く 一 致 
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し て いる 事 は 次 の 様 iC 解 息 す る 事 が 出来 る で あろ う . 即ち 秋田 平野 で は 地層 が 充 分 縮 し な い 
内 に 宿 曲 が 起 つ て , その 後 各 構 成 物質 は その 補 曲 され て 得 た 位置 を 変 へ な いで その 優 上 か ら の 
圧力 に よ つ て 深き に 比例 し た 北 縮 作用 が 起 つ た と 考 へ る の で ある . 坂町 の 例 は 構成 物質 が 充分 
凝縮 せら れ た 後 初 曲 し た も ゃ の で , 宿 曲 後 の 北 縮 度 の 将 化 が 無い と 考 へ る の で ある . 

上 の 二 例 に お いて 筆者 は Ax が 渋 長 7 関係 し て いる 場合 これ を qwx。 < 等 し いと し た が , と 
れ の 充分 な 理由 は な い の で あつ て , この 様 IC 仮 定 し た 場合 が 物理 的 状態 を よ く 天 現 出 来 た と 琶 
うに 過ぎ な い の で ある . 「 

S 5 考慮 に 入れ る 地殻 構成 物質 の 深 さと 残余 軍 力 と の 開 係 

上 の 実例 か ら 筆 著 の 模型 を 用 いた 計算 結果 が 実際 の 構造 と 良く 一 致し て いる 事 が 判 つ を . 夫 
履 一 般 に 地殻 物質 の 密度 は と の や うな 或 は と れ に 近い 分 布 を し て いる と 仮定 し て , 更に と の 模 ・ 
型 を 吟味 し ょ 2. [ 

(12) 式 を 算出 する 際 積 分 の 上 限 用 を 無限 大 CC し た が , 地下 次 源 探査 の 目的 で は 考 上 應 に 入 
れる 深 さ は 精々 1500m 或 は 2000m 迄 で ある . を そ と で と の 深 さ 人 まで の 地殻 物質 ょ る 重力 


及び その Fourier 係数 を の , 人 グ より 深い 所 の 物質 に よる も の を の g ぁ "と する と 。, 観 
測 さ 和 れる 重力 及び その 係数 は 

' 9 ミエ 9 Ba 三 お ぁ 。 上 p。/ (15) 
で ある .。 こと ヽ いで の ′ は そ を の 地 攻 の 大 局 釣 傾向 CRegional gravity) を 。 の 9 の は と の 傾向 を 観測 値 


か ら 引 去 つ た 残余 重力 CResidual gravity) を 与 へ る も の と 考 へ る 事 が 出来 る 勿論 秋田 野 
の 例 ( 葉 2 図 CB)) で 考 へ た 残 差 重 力 CResiduals) と と の 残余 重力 と は 本 質 的 に 凌 る $ の で 


ある . 
今 地表 の 密度 は 一 定 即 ち の 。 三 0 と NX ぐ 7 を 来 め る と 


と の ひい A+ の 2 


万 / 2 
2Z2 1 の 入 填 光 土 9 ) 


7% 


で ある か ら 


才 の ニーA22 | 


1 
1 ( 入 ぁ 士 の プス へ 


8 
5 の 


gー(A7 寺 の 2) (16) 


と な る 。 と の 式 も (12) 式 と 同様 (に (9 式 の 。 だ け で 決定 され る 値 で あ る か と 平均 度 
っ に 不 連続 面 だ あつ て も 適用 し 得る . と の 値 を A ぁ =A(= テ 0.5X10"?C.G.8 う の 交 合 と Aw 三 9x 
の 場合 と に つい て 求め た も の を 第 6 表 及 び 第 6 表 に 示し た - 

これ ら の 図表 を 見 れ ば 重力 の 起伏 の 波長 が どれ 位 な ら ば , その 構造 の 深き は どれ 位 で ある か 
が 判る 直 の 、 例 へ ば ハー の 場合 で は 波長 1kmm の ゃ の は 500m より 浅い 物質 分 布 に よる も 
の と 予想 せら れる . 叉 或 る 深き 迄 の 構造 を 考 へ る の iC 大 局 的 な 重力 の 傾向 と し て , どの 範 囲ま 
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第 6 表 婦 '/ の 念 (単位 10 づ ) ⑦。 用 の 単位 は km) 


4 ヵ 三 4 の 場合 


0 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 
0.125 | 167| 504| 780 | 914 950 | 966 | 979 984 989 991 | 998 
0.25 12 | 455.|。 鐘 0 | 77 9 多 | 881 926 944 960 968 975 
0.5 30 195 | ます 425 587 | 680 7 が 825* 87 893 914 
0.75 | 1:] ~。32、 214 "| 975。!、 ゴ 456 617 688 761 798 834 
1.0 - 0 7 101 227 | 312 472 556 | 649 697 747 
1.5 0 ] 革 2 76 | 143 259 348 | 4348 509 575 
2 に 和久 R 際 98 「 58 184 201 296 857 228 
3 EID に 3 96.、68、K。H20NE 00 隊 2 の 


0 計 ジュ ン 昌 
4 ぁ 三 の の 場合 


0325105 10 2 SN RS IS2 55 全 8 | 2 
0 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 | 1000 1000 | 1000 | 1000 | 1006 
0.125| 18| 175| 524 | 808 | 893 | 982 | 965 | 9z8 | 989 |.998 | 996 
0.25 0| 18| 17 ド | 515 | 696 | 798 |。s84 人 924 959 | 9729 968 
0.5 0| 12 | 168 | 35* | 497 に 06 | 775 | 267 目 9 還 99 
0.75 1 生計 156. | 281|。 480 610 2598 SS2IUG0 
1.0 計ら! 65 509 に 9320 340900a640 738 836 
1.5 1 10 99 | 189 | 252 | 3488 | ses | zo 
ッ | 1 9-|: 55 | -199 | 28e:1 1 1 還 504 
3 | に 0 0.| 。 8 =BN IN 19 NZ2700MSIE 


で の 一 様 な 傾向 を 如何 な る 程度 だ け 観 測 値 か ら 差 引か ね ば な ら ぬ か ゞ 判る . 例 へ ば 1500m よ 
り 浅い も ゃ の を 考 へ る 時 は 波長 が 20km 前 後に な る 重力 の 一 様 な 傾向 の 半分 位 を 差引 いて 残余 
重力 を 求め れ ば 良い と 款 う 見 当 が つく わけ で ある . 双 残 余 宣 カ や 次 敏 分 等 を 重力 図 か ら 計算 
する 場合 恒 D。 計算 に 考慮 に 入れ る 半径 を どの 位 に 採れ ば 良い か ゞ 判る . 例 へ ば 1000m 以 浅 
の 構造 を 対象 と する な ら 半 径 は 8~ て 4km と すべ き で あつ て , 従来 は と れ を 1 へ 2km と し を が 
こと れ は 小さ 過ぎ る 様 で ある . “ 

Ax 三 と し た 場合 は 地下 10<20km 附近 の 花岡 岩層 と 支 武 理 層 と の 境界 と 考 へ られ る 附近 
で 7 も 双 密度 分 布 の 振 店 も 非常 に 小さき く 0 と 考 へ て 良い が , Ag。 の 場合 は 小 長 7 が 
100km 以上 に な る と 人 花岡 央 層 の み の 問 題 と し て 片 附 けら れ な い 事 が こ の 図表 か ら 判 る の で あ 
つて , これ は 地殻 均衡 説 と 関係 づけ て 別 稿 で 述べ る . 

次 I に 容 例 を 示し て 残余 重力 と 大 局 的 価 向 と の 関係 の 理解 の 援 け に しょ 2。 

第 7 図 は 上 例 秋田 平野 の 務 図 (EE), (①) の 場合 に つい て 深き 1500m まで の 物質 分 布 か ら 逆 
算 し た 重力 を 残余 重力 と し , 1500m 以深 に 考 へ られ る 物質 分 布 C よる 重力 を 大 局 交 令 向 と し 
た も の で ある ・ 獲 と の 図 で は 夫 の 曲線 の 重力 の 値 は 左 い lc 関 係 な く 且 つ 二 つの 曲線 は 1mm- 


3 加給 に 売 | 珠 C148) 27 
8 RE gal だ け 基 点 を ずら し て ある が , と の 二 つ の 
に 25 10ー2O SO き 5160 300 5 テッ お を 
= 場合 交 も 残余 重力 従 つ て 大 局 的 傾向 も 殆 ん ど 
B* 
O2 B 等 し ぃ 事 は 注意 すべ き で ある . と の 実例 か ら 
は ! も 1500m 以 浅 の 構造 を 考 へ る 時 は , 衝 測 値 
ニ O: 8 
っ ES 3 の 一 般 的 傾向 (この 例 で は 濾 長 12km) の 4 人 
S 2 。。 割か ら 5 割 の ゃ の を 徹 測 値 か ら 差 引 の た の が 
4 良い 事 が 判る . 
き Ol 
3 モ 提 S 6 重力 の 各 係数 に 重 味 を 附 し て 表現 す 
時 sg 0 6 oo soo る こと 
| 不 旧 1 ら 
AA テグ の 地表 面 の 重力 が (10) 式 で 表わさ れる 時 , 
O2 | A 
1 = 1B_ その 一 次 後 分 の, 二 次 微 分 g。 は 夫 そ 係数 
co HH 
上 ーー j。 に 次 の 様 に 重 味 を つけ て 再 合 成 し た も の 
に 1 1 ] 
トド O ] で ある : 
は 「 
っ 1 っ ] | 一 次 微分 【2/ 2 衣 6 
4 LIL (17) 
ー い Go 二 次 敏 分 9zz* の 2 の 
3 | 3 | N 又 坪 井 の 模型 で は 治 縮 面 の 深き さと の @ と する と 
20 HH 9 ふ 。 その 面 の 窒 度 分 布 の 係数 は 
40 2 
2 ニー デー 8 
時 一 填 填 寺 の お 8) 


。 Fig.6. Ratios of gg. あう | や 相思 だ ルコ 2 コ R8 


mgal 
30 
25 _g9 
eQ 9 
zo ops の の 
c929 ゆ 
151 22( リ 
と C9 
IO cgs97 
RegionQi 9 ひ 9 Cgse77/ 
5 
Oo 
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1 に と つた 相対 的 値 を 第 8 図 に 示し た . 図 中 (T) は 業 井 の 検 型 の 場合 を 表わす ・ 
同様 な 見 方 で 筆者 の 模型 で 深き z の 水平 面 内 の 密度 分 布 の 係数 は 


4 に > トド と 4 WE 
E) の 電 表 MA et 
ん 
了 LN 
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Fig.8. Weights. 


の 2 
み 三 き : (1 一 すう 6 2A 十 2 19 
AX ぁ 三 AA の 時 : (1 一 の や )e ( A 十 8e ぁ 十 2 (19) 


2 用 
x 三 の e の 上 時: AN2 0 の に に 20 
和 ぁ 三 @。 の 時 : (1 一 6 )e~w (34 2 (20) 


、 と な つて , と れ ら は 重力 , 一 次 微分 。 二 次 微分 を 更に 夫々 重 味 を 附け て 加 へ 合せ た も の で ある 。. 

と れ ら の 重 味 の 値 $ 第 8 図 に 示し た . 。 ニ の 場合 は 2 関す る 因数 は KC 無関係 だ か 
ら 1 と し , =1 の 項 の 重 味 が 1 に なる 様 に 表わし , Ax 三 gw。 の 時 は %w と 深き 8 z と に よ ょ つて 
重 味 の 相対 的 値 が 変化 する の で , 2=200m の 時 の =1 の 項 の 重 味 を 1 に と つて 表わし た を. 

この 図 か ら 判 る 様 に 重 味 は 。 の 方 が 9。 より 早く 発散 し 坪井 の 模型 で は 渓 縮 面 の 深き が 波 
、 長 に 比 し て 小さ い 時 は 発散 は 比較 的 遅 w が , 深く な る と 発散 は 急激 と な る . XX の 場合 は 
重 味 は 9。 と gs。 と の 中 間 で あつ て , 濾 長 の 長い 所 で は 9。 (<, 波長 が 短く な れ ば ぱ 92。 C 似 て 
来る . 人 ぁ =gx の 場合 は 深 さ が 少し で も 深く な る と 或 る 婦 か ら 大 きい も の に 対す る 重 味 は 
が 大 きく な る に つれ て 0 ic 収 角 す る . と の 時 重 味 の 最 大 に な る み が あつ て 。 とれ は 深き と 共 
て 0 に 近づい て 来る . 即ち 深く な る に つれ て 濾 長 の 長い 構造 が 卓越 し , 他 の 小 長 に 対す る 卓越 
の 度 は 大 きく な り , 又 そ の 重 味 の 最 大 値 は 深い 程 小さき さく な つて 来る 。 

この や う tc = の 場合 以外 は み が 大 きく な る と 共に 重 味 が 無限 所 大 きく な る の で 重 
人 を つけ られ た Fonrier 級数 の 和 が 収 角 す る と 球 う 事 は 必ず し ゃ 保証 され な い 難点 だ ある 。 

S 7 結 語 


事 者 は と ょ に 一 つの 地殻 物質 度 の 分 布 の 模型 を 考 へ て , それ を 用 いた 計算 例 を 示し て 次 の 


の で RA we- リリ オス マッ に 4 に 1 MY タマ あら に ノー の 
た な 3 ト あ に - 5 ン 


NZ 際 の 0WD 7 C135) 29 


様 な 結論 を 得 た . 

1) と の 模型 は 実際 の 地下 構造 を よく 説明 する と と が 出来 る 。 

2) 窒 度 変化 係数 XX。 は 他 の 物理 的 地質 的 条件 か ら 決 定 さ れる も の で ある が 上 記 の 実例 
ーー SW 
一 般 に 適用 し 得る . 実際 の 構造 は Ax。 は 渋 長 7 の 函 数 と し て AA か ら og の 中 間 の 適当 な 或 る 
形 を 採る で あら 2. 

3) 極 く 浅い 所 迄 の 物質 分 布 を 考 べ る な ら ば AA ぁ =O0 又は A と し て 差 支 へ な い . 

4) 大 局 的 傾向 と 残余 重力 と の 関係 を 明確 に する 事 が 出来 る . 

最後 に 本 稿 を 発表 する に 当り , 東京 大 学 坪井 先生 油 田 先生 , 京都 大 学 熊谷 先生 , 佐々 先生 
地質 調査 所 金子 氏 等 か ら 有 益 な 七 言 や 批判 を 下さ れ , 双 帝 国 石 油 内 藤 取 締 役 , 林 物 探 課 長 他 物 
探 課 職員 か ら 始終 便宜 を 与 へ られ た を 事 に 対し 深 基 の 謝意 を 表し ます . 双 数 値 計 算 や 製図 を 手 伝 
つて ゃ ら つ た 花田 博 , 渡辺 久 絹 両社 員 の 労 を 謝 し て 揚 筆 する . 

証 

( 庄 1) 本 稿 の 要旨 は 昭 27 年 地震 学会 春 議 注 会 物理 探鉱 協会 秋季 講演 会 に て 発表 し 
た . 

( 計 2 ) 例 へ ば 文献 (3, ( わ , (5, (6⑥) 及び ①②, (8). 

位 S99 訓 22NI1) (2 (8 (9).G0): 8) 

( 議 4) “重力 と 地下 構造 と の 関係 て T)” を いう . 未 発表 . “3 地震” c 発 表 の 予定 。 以下 本 
論文 中 別 稿 と は と れ を 指す . 

( 証 5) 族 料 は 昭和 27 年 月 20 日 の 火災 で 焼失 . これ ら の 間 料 は 地上 に 取出 し を 娠 鞍 の 
値 で ある の で 地下 に ある 状態 と 異 る . 故に と れ ら の 次 激 か ら A の み を 決定 し , , P は 別 の 

孝 慮 か ら 仮 定 し た 。 

( 計 6 ) と の 重力 異常 の 大 き さ 及 びそ の 信頼 度 の 逢 定 に つい て は 文献 (14), (15). 

( 計 7) 各 係 数 の 信頼 度 に つい て は 文献 (15)- 

( 計 8) 計算 法 は 文献 11). 

( 庄 9 ) 昭和 27 年 物理 探 鐘 協 会 秋季 講 注 会 に て 発表 . 

( 議 10) 著 6 図 又は 芽 6 表 を 用 いて と の や うら な 見 当 を 附け る 事 は 大 雑 把 な も の で 勿論 
A。 の 仮定 が 異 れ ば を その ま ょ 用 いら れ な い . 

( 逢 11) 例 へ ば 文 献 (16), (1 の. 
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The Short 時 istory of the Earthquakes in 耳 ainan Tsland 


and their Ohronological Table 


Mitsuo 氏 srwAmSU 


The Faceulty of Law & Literature, KanazaWa Universty 


SUMIMARY 


Frevious to the year 1468 it seems di 抽 cult to find the data of the earthquakes concerning 
Hainan Tsland. The Table is thought not always to coincide with the real conditions of 
the historical earthquakes, by the lack of data, though soueht as hard as ossible. The 
marks ひ , both mdicate that the earthquake was felt there at that time, and besides the 
1atter mark 〇 means that the earthquakes seated on the same line are no other than the 
same one. The fgures。 VI--IT in parentheses stand for the seiSmic intensitieg presunned 
VT being the disastrous earthquake, V strong, strong, TV strong, TIT rather strong, TI mo- 
derate. The seismic intensity of the earthquakes unaccomDanied by these figure8 8r6 urCe- 
rtain, but they can be presumed not over II, namely the moderate earthquake. 

NOTE 
* 67V2ego? Con the uppermost line of the table): the style or designation of an 
Emperors *eign, according to which the years are dated 1st, 2nd, Srd, etc. Formerly the 
mienhao” was frequently changed during the same reign, but under the Ming and Ch'ing 
dyns. (1688-1911) i Was prescribed one “nienhao"” for one Emmperor. 
ネ * 27774 た の 7 Con tbe lowest jine of the table): the Republic of Ohina. 


示 南 島 の 地 穫 に つい て は , 歴史 的 の も の た る と 現代 に 関す る も の た る と を 問わ ず , 従来 殆 ん 
ど 専 問 的 の 立場 か ら と れ を 明か IC レ し た も の の ある こと と を 聞か な い . 馬 方 , 旧 台 湾 総 共編 
-「 海南 島 誌 」 な ど に つい て 見 て も , 特に 地 震 の 一 項 を 設け 年 ら 「 本 島 は 古来 殆 ん ど 地 震 の 超 ら 
な い 所 で |」 と いう よう な と と で 簡単 に 片 附 けら れ て 子 つ て いる . 1605 年 ( 高 暦 88 年 ) の 同島 
の 天地 震 は 。 シナ 地震 史上 に 於 て も 特記 す 可 き 程 の も の で ある に か ょ わら ず , 私 が 紹介 する ま 
で その 存在 すら 注意 きれ て いな か つた を た. 後に 記す 年 表 は , 昭和 27 年 春季 地震 学会 に 於 て , 上 
。 記 の 大 地震 と と も (に 発表 し た も の で ある が , 其 後 更に 得 克 料 に よ つ て 大 い に 訂 正 増補 を 試み 
た 。 海南 島 は 健 遠 の 島 典 で あり , 永らく 中 国 本 土 , 殊 に 都 に ある 人 々 に と つて は 流罪 の 地 と し て 

ょ り 以 外 に 殆 ん ど 注 意 を 引か な か つた 所 で は な いか と 思う . それ 履 同 島 の 地震 な ど , 中 央 (C 誰 
。 て で て 編 往き れ た 史 玲 の 類 に 記載 され る と と の な か つた の は 当然 で も あらう . 歴代 の 地震 を 一 括 , 
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比較 的 よく 記載 し て いる 漢書 以下 明 喝 に 至る 正 更 の 行 志 , 文献 通 考 ・ 続 文献 通 考 の 物 異 孝 , 


通 志 * 続 通 
事 を 発見 し 得 な い . 中 央 で 編 筑 され た 正 更 Ic 準 する 史書 の 災 祥 志 の 類 で , 同島 の 地震 を と り 上 
げ て いる の は , 清史 稿 の 災 異 志 が 後 IC も 先 に も 唯一 の ちゃ の で は な いか と 思う . その 外 ic 中 央 IC 抽 
残さ れ た 記 銚 中 に 見 える も の と し て は , 明 実 銚 の 数 条 が 僅か 生 ら 突 に 貴重 な も $ る の で あつ て , 同 。 
時 に その 中 に 同島 最 古 の 地震 記 銚 を 見 出し 得る と 思う . それ は 成 化 人 年 6 月 甲 辰 (1468 年 
月 14 日 ) の 条 に 載せ られ て いる 鎮守 広 東 太 監 陳 玲 等 の 上 奏 中 (< 見 を る 「 今 年 三 月 十 二 日 覆 皿 更 . 

環 州 府 地 震 . 未 震 之 先 有 声 。 従 西南 起 . 遂 大 圭 . 既 所 復 震 方 久 方 正 云々 」 の 支 で ある 。 以 上 
の 明 実 銚 と 清史 稿 を 除け ば , 管 見 の 及ぶ 所 , 同島 の 地震 記録 は 台 く 地方 志 C 求 め 得 る $ の (c 限 
られ て いる 。 同島 は 明 清 時 代 魂 州 一 府 に 統轄 され て いた の で , 同島 全般 に 関す る 地震 記 銚 は , 

先 環 州 府 志 の 中 に 求め ら 和 れる. 魂 州 府 志 に は , 上 野 図書 館 に 蔵 せ られ て いる 貴重 な 高 歴 編 和 
の も の の 外 , 清朝 道光 年 間 の 編 筑 (に な る も の が な 広く 行わ れ て いる 民国 22 年 , 彼 地 に 於 て 壮 笑 
され た 海南 島 誌 は 上 記 の 魂 州 府 志 を 受け つぐ で も の と 球 う 2 可 き で あろ うら が , と の 中 に は 区 民生 ら 
全然 地震 記事 の 採 多 を 見 な い . と の 外 , 同島 の 各州 ・ 騒 (に関する 州 志 ・ 障 志 の 中 $ 地 雲 を 記 
載 し て いる も の が 可 成 り 多く , 私 の 調査 し を 方 志 の 書 名 は 後に 記す 通り で ある 。 地 方 志 と いえ を 


ば , 
各 租 


志 の 災 祥 略 , RIE 


海南 島 に 限ら ず , 同島 の 所 属す る 広東 省 は 勿論 , 時 に は 広西 省 を も 含め た 中 国 本 土方 面 の 
ほ の 方 志 (C も , この 委 の 地震 区 関 する 記載 を 存する も の が ある . 逢 し て と の と と は 詩 域 が 海 
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g 和 有 
'c 基 いて 作製 し た の が 次 の 年 表 で ある . 見 られ る 通り , 民国 iC 入 つ て か ら の 記載 は 僅か 一 条 レ 
か な い の . と れ は 民国 に 関す る 地震 史料 と し て 私 の 求め 得 た も の が , 僅か 民国 25 年 編集 の 偽 上 


_ 刺 島 と 本 土 の 双 方 に 中 る よう な 大 地震 に つい て 特に 注意 を 要する と と で ある 。, 以上 諸 種 の 原典 


っ 


志 一 書 に 止ま る の < 基 く を ため で あつ て , 実際 に は も つと 多く の 地震 が 予想 され , 他 日 の 改訂 を 
期す る も の で ある が , この 部 分 に 関す る 増 訂 は , 明 清 時 代 の 都民 比 し て その 可能 性 が ずつ と 大 
きい と 考え られ る . 


き て 明 の 成 化 4 年 C1468 年 ) か ら 民国 2 年 (1918 年 ) に 玉 る 446 年 間 , 海 南 湯 の 地震 は 表 の 
如く 配置 きる. その間 左端 の 番 跳 で は 64 を 数 を ぇ 得る. この 64 と いう 2 数 ic 対し て 実際 起 
つた 地震 の 剛 数 は と いう (に <, 64 以上 と いう こと を 球 い 得る だ け で , 到 席 と れ を 確認 する と と は 
出来 な い . 史料 の 上 だ け か ら 球 えば , と の 表 に 現 わ さ れ た 番号 1 同 C 対 し て 地震 も 大 人体 1 同 と 


基 え て よい も の と 思う . 併 し 中 に は No. 16a の 大 地震 の 場合 の 如く 余震 が 数 ヶ月 lc 長 つ て 続い 


た と 思わ 管 る も の , 或 は No.192 の 如く 1 ヶ月 以上 ic 奄 る 頻発 地震 か と 思わ れる 場合 な ど が あ 
る か ら , 表 だ け に つい て も 実際 の 同 敷 が 64 を 上 麺 る と と は 確実 で ある . 併 し これ を 446 と ぃ 
2 年 数 に 配 し て 見 る と 決し て 多い と は 球 え ず , 殊 C1 ヶ 所 づつ に つい て 見 れ ば 非常 に 少 い と と 
に 気 附 く 、 最 も 少 い 陵 水 ・ 楽 会 両 藤 で は 各々 3 同 , 最も 多い 私 山 頻 で も , 大 地震 の 余震 回 数 不 
明 の も の を 除け ば 18 加 過 ぎ ぎ ない. 他 は 要する に と の 3 同 か ら 18 回 まで の 間 に 入 る の で 

10 同 前 後 と いう 所 が 最も 多い . それ で 一 先 海 南島 ほめ つた に 地震 の 起 ら ぬ 所 で ある と いう 5 
と と を 云い 得る か の 如く で ある . 光 も と の 場合 。 海南 島 が 中 国 全体 か ら 見 て 非常 に 開発 の あぁ く 
れ た 所 で ある と と , 同島 自体 に つい て も 更に 各地 の 開発 度 に 甚 し い 差 の ある と と な ど は , 地震 
史 料 を 取扱 う 上 ic 於 て も 十分 考慮 す 可 き 事 柄 で ある . 中 国 全般 に 関す る 立場 か ら 云 えば , 1468 
年 以前 に 地震 記 銚 を 容易 に 見 出し 得 な た いと いう と と 自体 が , 先ず と の 島 の 後進 性 に 由来 する 最 
大 の も の で あら ろう . 叉 島内 各地 の 歴史 的 地震 に 対す る 認識 に つい て も , それ が 文献 (CC ょ つて 左 
太 さ れる と と の 大 きい と と は 申す まで も な い . 例え ば , 表記 11 駿 の 中 , その 瞳 独 自 の 更 料 ic 
よら な い 楽 会 ・ 陵 水 ・ 崖 8 駿 の 地震 は , 表 に 見 られ る 通り 著しく 少 い . これ を 更に 謗 明 する 
と , 他 の 諸 藤 は 環 州 府 志 の 如 き 全 島 低 関す る 史料 の 外 c, 臨 高藤 は 風 高 衣 志 , 文 昌 腺 は 文 昌 詳 
志 と いう 襲 各 々 独自 の 方 志 を 有 し , 面 も その 中 に 地震 史料 が 或 程 度 を と まつ た 形 で 収め ら 和 れ 
て いる . 併 ピ 上 記 3 脈 < つ いて は 共 県 自体 の 方 志 を 見 る 由 な く , それ が 特に この 3 麻 に 地震 が 
少 い と いう 結果 を 生ん で いる と と は 朗 み 難い と 思わ れる . な お 之 等 地震 史料 を 載せ て いる 方 志 
に つい て 球 つ て も , その 地区 起 つた 地震 を 綱 衣 し て いる と は 云い 難い - 上 IC, 共 等 の 多く が 絹 穫 
され た の は 19 世紀 後半 の と と で あつ て それ 以後 今日 に 至る 数 十 年 間 の 史料 は 容易 に 求め 得 可 
< く も な い の で ある . 丸 海 南島 に は , 表 の 11 能 だ け で な く , その 外 に 西方 海 近 く 遇 江 ・ 感 恩 の 
う 陵 が ある . 所 が と の 2 皮 に つい て は 一 向 地震 記 多 を 得 ら れ な か つた を . 感 皿 頻 な ど は , 民国 20 
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年 編 筐 の 同 落 志 を 調べ た が , 絹 集 方 針 と その も の が 地震 記録 の 類 を 採 銀 せ ぬ も の の 如く , これ 
ょ つて も ゃ 一向 得る 所 が な い . 併 し と の 両 甘 だ け に 地震 が 全然 な か つた な ど と は 到底 孝 を られ 
所 で ある . 又 諸 懸 治 の 配置 を 見 る に , 大 体 周囲 の 海岸 に 沿 つ て 居り , 地震 の 記 銚 きれ て いる の 
も , 之 等 衣 治 の 附近 限ら ちら れ て いる 場合 が 多く , 従 つて 最大 面積 を 占め る 同島 中 央 都 の 状 馴 は 
一向 不明 で ある . 更に 別 の 広い 方 を する と , 可 北 部 人 県 と 東南 部 高 寧 訂 と を 結ぶ 線 C よ つ て と 
の 島 を 二分 すれ ば 「 地 震 は 東北 部 (に 多く , 西南 部 に は 殆 ん ど 起 ら な い 」 或 は 「 東 北部 の 地震 は 
或 程度 わか る が , 西南 部 の 状態 は 殆 ん ど 不 明 で ある 」 と いい 得 よ ょ う . 林 し て と の 事実 は 地震 旭 
料 (に 作用 する 各地 の 開発 度 の 柚 異 に 思 せ られ る 面 が 多い と と は 上 述 の 通り で ある が , 表 を 見 る 
上 に 十分 注意 し て 欲し い 点 で も ある : 

以上 の 事実 は と も か く と し て , 海南 島 の 地震 の 実際 を 文献 上 か ら 最 も よく race 出来 る 所 と 
いえ ば , それ は 球 う まで も な く , 残 山 秦 で あろ う . と ょ は 海南 島 行政 の 中 心 で あり , 雪 族 半 往 
に 最も 近い 島内 第 一 の 都会 や あや る と と は , 歴 喝 的 に も 今 $ 変 り が ない. 文化 的 (に も 明代 既に 相 
当 見 る 可 き も の の あつ た と と は , 上 野 図書 館 I に 珍 蔵 され る 萬 暦 環 州 府 志 と 手 に し て じかに 感 ぜ 
られ る 所 で あつ た . 勿論 と ょ で 得 ち れる 地震 記 銚 で すら , 15 世紀 の 後半 を 湖 ち な いと と は 前 述 
の 如く で ある が , 此 地 の 地震 は 魂 州 府 の 役所 な り 同 じ 城 内 に あつ た 天 山 陸 の 役所 な り に 忠実 に 
記 銚 され , それ が 魂 州 府 志 , 環 山 志 な ど ic 或 程度 は 継 基 さ れ て いる と 考え られ る . 以上 の と 
と が なら を 念頭 に 置い て , 改め て 年 表 環 山 了 の 項 に つい て 検討 し 度 い . と で も 地震 な 少 い と い 
うと と は 先 に も 述べ た 通り で ある が , その と と と 共に 時 間 的 ic 地震 が 著しく 偏在 し て いる と と 
が 問題 と な る も の と 考え を られる. 上 体 的 に 云う と , 16 世紀 か ら 19 世紀 ic 至る 4 世紀 間 を 夢 
じ て , 17 世紀 が 圧倒 的 に 多く 所 も 1677 年 以後 に 集中 し て いる 現象 が そ れ で ある . 以上 の 事 
実 が 加 何 な る 程度 地震 の 実際 と 了 応 する か と いう と と は , 前 述 の 如く 同 衣 が 全島 中 最も 地震 
只 料 に めぐ まれ た 処 で ある だ け , 諸 態 の 代表 の 意味 に 於 て も , 十分 考え て 見 る 必要 が あろ 2. 

と れ に 対し て 私 は 実は 何 ん と も 広い か ね る の で ある . た だ 強い て 球 え ば , 表 於 て 地震 の 特 1c 
多い 時 期 , 即ち 17 世紀 後半 な ど は , 可 成 り 実状 に 近い も の が ある の で ゆな いか と 推察 する も 
の で ある . と の 推測 を 或 程度 援 け る る の と し て , 光緒 浴 融 除 志 (に 「 嘉 慶二 十 三 年 (1818). 接 : 

環 州 地 苗 基 風 地震 歴 年 見 」 と ある の を あげ 得 よ う . 光 も と の 史料 は 嘉 鹿 28 年 溶 滴 除 に 於 ける 


地震 を 証する も の と し て は 必ず し も ゃ 有力 で は な い . それ で 私 も とれ に 基 い て 表 の 同 態 同年 の 条 


に 地震 と 載せ る こと を 差 控え た 次 第 で ある . 併 し 海南 島 に 毎年 現われ る 特記 す 可 き 現 象 と レ し て 
殿 風 の 外 に 地震 と あげ て いる こと は 注目 す 可 き と と と 考え られ る . 護 風 は 肛 風 で あろ う 。 と \ 
が 務 風 の 通路 に 当り 年 メ 大 き な 被 害 Ic 見 舞 わ れる と と は , 同島 関す る 地 坊 志 の 随所 に 見 ら 
れる 所 で , 現在 の 科学 的 常識 か ら も 十分 音 月 し 得る 所 で ある . その 殿 属 と 並ん で 地震 が あげ ば ら 
れ て いる こと は , た と い 云 う 所 の 「 歴 年 」 が 文字 通り 「 毎 年 」 と の うと と で は な い に し て も 。 
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、 土 は 飽く まで 推測 ic 過 な い の で あつ て , 正確 を 期す る 立場 か ら 云 えば , 表現 われ た 事実 を 。 
| 事実 と し て 承認 する より 外 I に な い の で , むし ろ 今 後 弄 山 散 に 於 け る 地震 の 長期 稔 測 の 結果 が 上 


| 記 推 測 の 当否 を 決定 する iC 力 ある も の と 球 う 可 き で あら ろう. 
。 さき て 一 一 つの 地震 に つい て は , 表 に 併せ て 議 記 を 参照 し て 貰 を ば ほぼ と れ を 明か に し 得る 
と 思う . その 中 , 震 域 が 海南 島 に 正 ま ら ず , 本 土 即ち 広東 或 は 広西 省 ま で を 含む 広い 地域 に 及 


3 
代 
に さも の は 左端 の 番 肢 を 特に ゴシック で 現 わ し て 置い を. No.16a。 b (1605 年 )、 No.82 C1695 


間 MI  < く 3 こし て っ で て に 0 麻 の 名 Ko 仁 する 80 
、 194 で ある . これ は 正 に 海南 鳥 史上 未 営 有 の 大 地震 で ある の みな ら ポ , シナ 大 地震 喝 上 に 於 て 


も 逸 す 可 か ら ざ る も の で ある と と は 前 述 の 通り で ある が , その 詳細 は 「 地 震 6 欠 1 角 」 に の せ S 
た 「1605 年 海南 島 大 地震 」 と 題する 押入 に 明か で ある . 今 重ね て その 全 錠 を 要約 し 海南 島 地 


、 震 略 の 最 最後 を 飾る こと と する . 

前 震 〕 記 銚 融 無 . 

。 〔 発 雲 時 〕 高 歴 8 年 5 月 28 日 廊 時 (1605 年 7 月 13 日 21-28 時 ). 
〔 推 定 雲 央 〕 到 山 落 東 北約 40km の 海上 . 


We で 
王 計 


| 「〔 津 油 〕 史料 皆無 

〔 最 大 半径 〕 550km ( 至 広 西 省 欄 林 錯 ) 

| (等 庄 〕 何れ 震央 を 中 心 と せる 円 周 で あちら わき され る VI 族 90km。 Y 庭 150km。 TV 
慶 220km, II 度 8340km c 当 る. 


至る 処 土地 の 和 亀裂, 水 沙 の 湧出 , 人 章 の 死傷 見 ち れ 。 塩田 ・ 田 人 の 陥没 の 大 規模 な る も の も 
あり , 下山 上 藤 に て は 城 難 も 全壊 死 者 者 数 后 に 及 ん だ . 

河 角 教授 に よれ ば こと の 地震 は Mk=5.6, =7.7 と 推定 され る . 

余 雲 の 明 記 あ る も の の 中 , 浴 適 路 の 「 数 月 」 定 放 脆 の 「 年 を 経た り 」! 広東 省 本 土谷 諾 の 5 
月 新 会 弥 の 1, 2 年 と いう の が 著しい . な も 表 に は , 余 雲 の 記載 を 省 い て た だ ー つ 其 中 の 代 
表 的 な も の を No-16b と し て 載せ て 言い た これ は 広東 省 本 土 の 合 浦 ・ 海 康 ・ 茂 名 ・ ・ 陽 江 の 四 
_ 双 と を ゃ 同一 計 域 に 含 び むものである. 


ーー 


AE 


震度 VI に 相当 する 環 山 ・ 臨 高 ・ 港 癌 ・ 文 員 ・ 定 安 等 の 諸 落 人 於 て は , 建造 物 殆 ん ど 全 壌 , 


36 (152) 海南 鳥 地震 小 昌 並 びに 年 表 
E 中 歴 新 磨 | 魂 号 | 区 高 
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で まま ュー た Y ゴン し Ch で WED っ ト Pe トス ま 7 ギ 
K KNE に 3 ao OM CC 2 PS な に 


ゃ 


ー つた と 9 で css テア 
ea 3 の の < 5 の CS マグ だ Cy 3 3 
オ : 征 トト = 3 いい が り の 
38 5 の 当地 代 表 び に 年 表 際 CS バ の 
0 の 、 3 0 
a 4 SA 9 ン や き 
2 国 礎 西洋 新 礎 璃 山 *| 忠 高 .| 
沈 Old Ohinese Calendar Glegorian Oalendar Oh'ungshan Linkao 』 
年 号 年 月 日 時間 | 年 月 : 日 時 間 | 11092 了 ER。 | .10924878 | 
No. | 74227240* year month day hour year month day hour i20902!TN。 199567N 
P VMay 14 
48 4 の の リ 16 YYJumne 11 
6 1 1 1755 双 LNov. 4 
oi 99 * 。 に 1756 TJan. 80 ] 
志和 1 1759 双 Nov. 20  ・ 
5 コ / 。24 一 語 。 6500 と に 1760 TPeb. 16 
穫 Mar. 28 
68ls 2 88 区 1773 Apr. 21 
37 / ク 半 中 22 / TV ADr。 28 nighbt 
素 B 1807 
4 lg 衣 論 2 ー1808 | 
49 ヶ 21 迎 山 BSH 電 Ed 上 ki 8 | 
道 光 ( 1 、 | 
0 1822 Oct. 1 | 
5 の 2 2 1824 WApr. 30 
ク 4 KK Sep. 較 
の) 14 析 884 の 52 ら 「 
5 1849 
5 1 29 0 
5 5 っ て 28 1866 Yay 7 
1867 
関 65 の 6 2 の 〇 * 
69 腺 玉 で SH0 し ザ 9 耳 時 | 1871 wJune 26 1 3 9 な 
57 k2g。 諸 14 エエ 19 四 更 | 1888 YApr。 1 HP ' 
58 2 2 NL2D30 し 4 いい 
59 久 ク 穫 15 辰 時 ヶ の: 計 : ジ の 7--9 ー 
60 MI 15 一 更 ク 古 Aug. 22 19ー-21 
61| ク 16 閉 せ 20 寅 時 | 1890 WApr. 10 3 っ 5 
62 ヶ ヶ MI 15 ク 面 Aug. 29 
68 ヶ 19 TL 2 1893 征 Mar. 19 nigbt 
64 | 計 。 還 2 本 26 辰 時 | 1918 8ep. 26 yo-9 
年 表 中 の 諸 記 貌 CC つ いて 


の, 〇 G, CT うーC せ ) う , * 等 の 記 飼 
O 及 びら 印 は , 同一 横線 上 の 左端 に 記す 時 に , 同一 縦 租 最 上 段 に 記す 夫々 の 土地 に 於 て 地震 が 感 ぜ ら 
れ た と と を 示す . 耐 し て G 印 は , 同一 横線 上 に 記さ れ た 各地 の 地震 が 確実 に 同一 地震 に 届 す る こと を 立証 
し 得る る の で ある ・ 〇 *・ 〇 印 に 附 し て カッ ュ 内 に 記す せ エーV の 数 字 は 推定 震 諾 を 現 わ す . か ヽ る 記入 の な 
いも の は 岩 度 不 胃 で ある が , むね 岩 度 エエ ょ 考え て よく , 最大 の 場合 で も エ を 超え る こ と は な いと 
推定 され る ・ 喝 料 の 中 に 夫々 の 地震 に つい て 注意 す 可 き 記 事 を 存 す る も の は , * 印 を 附 し 庄 記 に ょ つて と を 
れ を 明か に し た . か く の 名 き 証 記 の な い 場 合 は , 大 体 原 果 料 に も 時 と 場所 以外 , 単に 「 地 震 ] の 記載 し か 
な いも の と 考え て よい . な お こい に いう 震度 槽 は 本 邦 慣 行 の も る の を 意味 する . 
L2] 更 料 
A, B 以下 は 夫々 区 の 書 に 当て られ る . な お ぉ 海南 島 に 関す る 方 志 中 , SS 22 光南 鳥 臣 * 民 国 6 環 山 県 
志 ゃ 民国 20 感 恩 県 志 の 三 書 に は 地震 史料 皆無 で ちる. 8 
の 0 B: 0 O:: 高 暦 魂 州 府 志 , Cs: 和 光 環 州 府 志 , D: 成 尊 下 山 皮 。 E: 光緒 了 臨 高 能 
志 , E:: 薩 諾 浴 商 骨 志 , Fs: 光緒 澄江 内 志 , G: 民 國 広志 。H: 光緒 定 安 騒 志 , 1: 成 豊 文 昌 騒 志 。J: 光 導 
ee KS や 2: 康 時 腐 東通 志 ーー 


y 半 へ ご * ー le/ 1 
交 。 言 | 玩 果 半 楽 台 寧 水 | 岩 県 
Wenchrang Ohvinngtung| tohui | Wanning Lingsbui Ai(hsien) 

旧 1061890 1109497 EE. 1109287 、 1109277R、| 1109287 B. 1099567 R. 1099107 色 。 

19427N.| 19c497N、 | -19o2srNi 199187N. 189507N。 18e86!N. 18eggrN. 


に 2 


_ 話 の 記載 活 に つい て は 

。 1J 年 に 引用 ナ る 更 料 の 年 月 日 

謎 に 央 料 原典 か ら の 引用 女 を 載せ る 場合 。 年 ・ ・ 月 ・ 日 ・ 時 刻 等 は , 特に 必 

シー それ で 引用 交 に 呼 の 

され た 時 が 附 加 きれ て いる も の と 承知 きれ 話 い . ( < 結 

。 [2] 証 自 体 の 記載 例 
あと に 記す 如く , 証 に No.12 一 信 県 ょ ぁ る 場合 に つい て 計 え ば , 表 の 堪 端 の 番号 


る 横線 上 を 右 に , 最上 段 信 県 に 従う 縦 の 剛 を 真下 に た ど つて 両者 の 姿 ち る 所 に 肝 
と っ (っ と を 示す ・ 


、 年 表 に 関す る 誕 、 8 
間 に 陸地 人 上 以上 | に 和 る 1】 の は プル に 記 和 ナ る 和 ら し 
行 名 で ある が , 特に 後記 ナ る も の 以外 は 明 消 時代 に 於 ける 歴史 的 名 称 で も ある . 経度 緯度 は 夫々 の 県 治 


Ko うに 所 ひる t の を に 示 し た な 辿 を な い 。 と いた に ュ > 和 ロ 0 


弄 州 府 治 。 つ まり 海南 全島 の 行政 的 中 心 で も あつ た . 者 東 , 蒲 寧 。 岩 3 県 の 歴史 的 名 称 は 夫々 会 同 県, 高 
放 , 岩 用 で あぁ る 。 
凌 2 


要 の ある 範囲 内 で 記す に 正 め 
PACt ら ん CC Pt 


12 c ょ つ で 見 田 き 天 還 二 
問題 の 逢 記 の 人 箇 処 * 印 が ぁ 


40 (156) 海南 鳥 地 震 小 喝 並び に 年 表 


No.1 一 弄 山 上 上記 本 廊 に 引用 せる 明 突 録 , 成 化 4 年 6 月 甲 友 の 上 奏 婦 参照 . 震度 世 の 推 定 は , その 中 に 
「 大 震 ] と ある の に 基く . 従来 私 の 明か に し て 来 た い く つか の 忠国 の 歴史 的 大 地震 の 震度 分 布 の 実例 に 和 化 
する に , 更 料 忠 に 単に | 地震] と ある の で な く 〈「 地 大 震 ] と ぁ る 場合 は , 大 体 震 諾 芽 と 推定 し て 基 し い 間 
人 違 は な いよ の IMG2 わ Y の 1 

No.2 一 際 高 * 倍 県 両 県 の 地震 は , これ を 別々 の も の と 考え る より , 11 月 中 に 於 ける 同時 地震 つ : 
まり 同一 地震 ょ 推定 し 得る 可能 性 の 方 が 強い ょ うに 思わ れる ・. 併 し 是 や 時 刻 を 確 め 得 た な い の で , 〇 印 ょ せ 
ず O 〇 印 に 正 め て 置い た . な お 際 高 で は EE に 「 地 震 . 携 徹 陵 谷 C ひ びき 陵 谷 に 徹 す )| と 記さ れ て いる . 

No.3 一 璃 山 広西 錦 林 州 地震 有声 . 同日 広東 唆 山県 赤 震 . 屋 字 皆 搭 ・ 

No.4 一 楽 会 るみ に 「 秋 . 楽 会 地震 . 声 響 如 雷 . 民主 大 軍 将 至 . 訂 走 数 日 乃 定 ] と あり , C+・0。 に も 稲 
似 た 記事 が ある が , と も に 「 年 ] だ け で 「 秋 | の 記載 を 欠く . な お 忠国 暦 科 の 記載 は と の 「 秋 | を 月 日 の 
移 に ょ つて 表現 し た も の で あぁ る ・ 

No.5 一 定 宏 0O。 に 場所 を [安定] と 記す の は , 回 より 「[ 定 安 ] の 説 り で ぁ る . 陸 に 「 地 大 震 ] と ぁ . 
る ・ 耳 が 更に 何 に 基く か を 確 め 得 な た な い が , これ より 古 〈 編 築き され 或 は 上 の 出典 を 旋 し た か と る 想像 され る 
0C」 に も CO。 に も , 等 し く 「 地 震 ] と ある の み で ,「 大 」 の 一 字 を 欠い て いる . それ で 王 に ょ つて 震度 を 是 
に 推定 する と と は さ し 扶 えて 置く . 

No.6 CO」・C。 に 「 玄 靖 三 年 三 月 初 二 日 . 信州 ・ 沙 間 ・ 岸 州 ・ 会 同 ・ 楽 会 地震 . 楽 会 油 護 嶺 骨 十 余 天 」 と 
ある ・ 洒 和 欠 は O 楽 会 県 の 条 に ょ つて は その 所 在 を 確 め 得 な い . 但し と の 記事 に ょ つて 同 県 の 震度 を 年 
位 に 推定 する こと は 可能 か も 知れ ぬ ・ な お F」 に 「 靖 四 年 三 月 二 日 陳 時 . 地震 有声 . 民 屋 搭 動 ] と ある 
の は , この 地震 と 別 の 地震 を 意味 する も の で は な く 〈, 4 年 は 3 年 の 誤り と 見 る 可 き も の で あろ う . と の 推 : 
定 を 功 け る の は , 前 記 O+・Cs の 記事 に 加え す に も 「 玄 靖 三 年 三 月 初 二 日 夜 地震 |] と ある こと に よ ょ る. 

Ro.7 一 萬 健 下 に 「 基 年 地震 三 殖 ] と ある の で , 年 内 に 3 回 地震 が あつ た と と は 確か で ある が , 月 日 は 
一 功 確 め 得 な い . 

No.9 一 定 安 地震 . 空中 大 才 数 百 里 . 

No.10 As 本 と も に 高 暦 22 年 2 月 27 日 EE*K に も 同年 2 月 の と と と 記し て いる に も か いわ ら ず , 
独り に の み 萬 暦 20 年 3 月 27 日 午 時 と 記さ れ て いる . これ は 」 の 訓 り で 。 や は り 22 年 と ある 可 
き で あろ う ・ な お 氏 に は 「 投 . 基 年 二 月 内 午 時 地震 申 時 久 大 震 . 其 日 未詳 ] と 特に 「 日 | の 不明 な る 由 : 
を 断つ て いる が , この 日 が 27 日 と 断定 され る こと は , 請 只 料 を 対照 し て 明か で あろ う . 殊 に 上 記 の 如く 
F」 の 年 に 説 り が ある と 見 れ ば 「 午 時 ] の 時 刻ま で 全く 一 致す る . な お S 民 に は 上 に 見 る 如く 「 申 時 区 大 震 ! 
と ある の で 。 少く と も 高 志 県 で は , 年 時 の 外 に 申 叶 に も 地震 が あつ た こと は 明か で ある が , 他 県 に 於 ける 
申 時 の 状態 は 不明 で あぁ る. 

No-11 本 に は [ 九 月 | と ある の み で , 日 は 不明 で ある . A に は 魂 山 ・ 交 昌 の 地震 を 「 志 月 辛 己 て 6 
日 う ] と 記し て いる . 理 に いう 定 安 県 の 地震 る 多分 6 日 で 。 こ とれ 等 8 県 の 地震 を 同一 地震 と ょ 見 て ょ い の で は - 
な いか と 思う が , 定 安 の も の は 〇 印 に 止め た . 

No.12 一 備 県 「 到 月 十 信 日 地震 . 経 月 不 止 」 と ある . 5 月 18 且 以後 1 ヶ月 以 上 頻発 し た も の で ぁ ろ う . 
No .16a, b 一 史料 原 史料 は 一 々 こ ヽ に あげ 切れ な い 、. と の 地震 に つい て は 上 掲 本 文 並 びに 「 地 震 6 移 1 
」 所 載 質 「1605 年 ( 高 暦 38 年 ) 海南 島 大 地震 ] を 参照 され 底 い . . 

No.19・20 一 文 員 「 十 二 月 十 三 日 地震 二 十 六 日 再 震 . 声 如 湖 湖 居室 挫 動 、 宿 島 殴 唱 」 と ぁ り .「 声 
若潮 痛 ] 以下 の 名 は 26 日 の 地震 に か ヽ る 句 で 。 こ れ を 以 て 同日 の 地震 の 震度 を 計り 得る か の 如く で ぁ る 


が , か ヽ る 電 合 必ず し も 26 日 に の みか ヽ る と は 断定 し が た く , 13 日 の 地震 に か ヽ る も の で ある と いう 稚 


方 も 成り 立ち 得る . 

No・30 一 陵 水 B に は 「 正 月 十 六 日 、 玉 州 ・ 陸 川 地震 . 三 月 十 日 . 及 震 ] と ぁ る . 陸 川 は 一 発 ず 広西 答 
の 陸 川 県 ょ 解す 可 き で あろ う ・. 所 が CO。 に は 「 麻 正月. 弄 山 ・ 陵 水 地震 . 三 月 . 復 須 .[ 粛 志 〕] ふぁ る 。 
Cs の 基く 所 の 薄 志 と は 粛 応 杭 に よ つ て 乾隆 40 年 に 編 貸さ れ た 魂 州 府 志 の こ と ょ で ある : 今 この 府 志 は 見 


デー フー 
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= る ここ を 答 な い が , 場所 の 関係 か ら 考 えて も , 0。 の 串 用 は 正しい と 思わ れる の で ,B の 「 陸 川 」 は 正 に 
「 際 水 」 の 誤り と 解す 可 き で ぁ ろ 5. 

No.32 一 弄 山 「 環 州 ・ 雪 州 * 全 州 ・ 柳 茂 地震 ] と ょ ぁ る . 殊 州 ・ 雷 州 は 天 々 府 名 . 電 州 府 治 は 広東 省 電 州 
半島 海 康 県 。 全 州 は 州 名 , 州 治 は 広西 省 北東 部 ら 全 県 C1109577E, 26959'N). 柳 城 は 広西 省 忠 央 北部 の 同 
名 県 (09?127 選 ,242277N) を 指す . 上 記 の 更 料 に よ つ て , 軍 州 半島 を 縦 に つら ね る 東経 1109 の 線 を 東西 
より 挟ん で 少く と も ゃ 北緯 272 一 209 に 理 る 広い 地帯 に 地震 の あつ た と と を 和 想定 し 答 る ・ 

Ro.86 Os に 区 員 県 志 を 引い て これ を 43 年 の こと と と し て いる が , も と の 同 県 志 CT) に 記す 所 は 年 表 
の 如く で あぁ あつ て. CO。 の 33 年 は 42 年 の 誤り で ぁ る . 

No.36 一 廊 計 一 T , No.37 一 高 一 KK 到 に は No.37 に 示す 如 〈 く 年 月 記載 の み で ,。 No.386 の 如く 日 
や 時 秘 が 記さ れ て いな い ・ それ で この 二 つ の 地震 を 同一 地震 と ょ は 断定 出来 ず 。 表 に は 別 筒 め 如く に 記し て 
置い た が , 恐らく こと の 二 つ は 同一 地震 で , 日 時刻 を No.36 に 一 致 せ し め 得 る の で は な いか と 思う . 
No.44 。45 更 料 に は 夫々 「 冬 | と ある の を 「[10 月 初日 か ら 12 月 末日 まで | に 当て た の で あぁ る 
No.48 一 定 笑 一 古 , No.348 一 東 一 廿 に は 「 地 震 . 通 魂 皆 震 | と ある .「 更 を 通じ て 皆 震 う ] と いう 
の は 「 海南 全島 に 於 て 地震 が 感 ぜ られ た 」 と いう と と で あろ う . 併 し 他 に と れ を 反 け る 有力 な 史料 を 一 向 
発見 し 得 な い . 同年 海南 島 ら 地震 に 関す る 他 の 史料 と し て は , 僅 に J に 「 地 震 ] と ある の を 見 出す に 過ぎ 
な い . 是 。 す と も に 年 だ け で 全然 月 日 を 記し て いな い の で , 両 史料 に 革 う 地震 が は た し て 同一 - 地 震 で ある 
か どう か も わから な い . 従 つ て 廿 に 云う 所 に 基 い て 同年 内 に 海南 島 全般 に る 地震 が あつ た と いう 断定 は 
ちゆ うち ょ よさ れる ・ 5 
No.58 一 定 安 攻 西 腐 地震] と ある . 西 謝 が 定 安 県 内 の 地名 で ある こと と は 間 違 な いと 思わ れる が 今 そ の 
所 在 を 詳 か に し 得 な い . 

、 No.54 一 偽 県 「 地 震 約 五 分 科 」 と ある 地震 の 継続 時 間 を 約 5 分 と 現 わ し た と と は 大 変 参 し い . 19 世紀 
の 後半 。 健 了 基 の 地 , 侯 県 あたり で も ゃ 洒 く 洋式 の 時 計 が 用 いら れる よう に な つた も の で あぁ ろう か. 

No.55 一 臨 高 地震 . 響 徹 山 谷 . 枝 病 皆 英 撃 有声 ・ 

No.56 に 「 地 震 . 自 萬 州 一 路 歴 璃 * 定 * 浴 * 了 臨 , 過 海 。 至 廉 州 . 皆 一 時 並 震 . 云々 ] と ある ・. 萬 州 
(高密 県 ) を 東端 と し , 西北 方 に 向 つて 魂 山 ・ 定 安 ・ 浴 入 * 臨 高 の 諸 県 を 歴 て 海 を 越え 広東 省 の 廉 州 府 に 至 
る 一 帯 の 地 に 地震 が あつ た と いう こと で あろ 2・ 廉 州 府 治 は 合 消 県 C109210'E。21288「N) に 当る . 同 県 
は 葛 密 県 か ら 北 々 西 の 方角 に 当り , 前 記 の 人 県 は 正 に と の 両者 を 生 ぶ 線 に 洛 つ て 配置 され る . に は 年 の 
み で 月 日 の 記載 が な く 〈 | 般 歴 動 挫 |] と ある が , と の 際 高 県 の 地震 は 恐らく 旨 に 云う 所 と 同一 の も の を 指す 
の で あろ う . 

No.57, 58 一 浴 造 この 二 つ の 地震 は , 忠国 暦 に 見 られ る 通り 明か に 別 和 師 の も の で ある ・. 所 が 西洋 暦 に 
直す と 。 と も に 44 月 1 日 と な り , No.57 は [1 っ 3 時 |, No.58 は 「 夜 ]. と ある の で , 或 は 両者 同一 の も 

の と 見 られ る か る も 知れ ぬ が ,。 No.57 に 対し て も No.58 と 同様 「 夜 ] と いう 表現 を 用 いる と すれ ば , と の 
方 は [8 月 81 日 夜 ] と 云う 可 き も の で あつ て , 両者 の 間 に は 一 昼夜 に 近い 開き が ある 。 


[ 附 記 〕 本 稿 は 昭和 26-28 年 度 科学 研究 費 交 付 金 に ょ る 研 先 成果 の 一 部 を 作 す も の で ある ・ 
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地 震 時 報 
6 月 ~-8 月 の 顕著 地震 阿 区 山 本 年 3 月初 名 か ら 活気 を 呈し た 阿藤 山中 


6 月 28 日 破 阜 県 北部 の 深 発 地震 

6 月 28 日 28 時 48 分 09 秒 と ろ 岐 阜 県 北部 に 
深 発 地震 が 起 つ た . 震央 は 3621N, 13793E で 震源 
の 深 さ は 約 250km で あぁ つた ・. 震源 が 深み か つた た め 
凍っ 

尋常 的 に 有 感 で も つた . 最大 有 有 感 距 離 : 釧路 ま 

< で EE 

7 月 27 日 三陸 沖の 地震 ・. 

7 月 27 日 08 時 30 分 51 秒 こ ろ 三 陸 沖 に 地震 
が 起 つ た . 震央 は 8897N, 14898ER で , 震源 の 深 
き は 約 20km で あつ た . と の 地震 は 東北 地方 の 一 
部 分 で 有 感 で あつ た ・ て (最大 有 感 距離 : 白河 まで 320 
kgm). 


8 月 25 日 金華 山南 東 沖の 地震 

8 月 25 日 00 時 01 分 19 秒 ころ 金華 山南 東 沖 
に 地震 が 起 つた . 震央 は 3729N, 14129 包 で , 震 
源 の 深き は 55 一 60km で あつ た . と の 贅 震 EE 
地方 の 犬 部 分 お よび 関東 地方 の 一 部 分 で 有 感 で 
た ・. (最大 有 感 距離 : 前 橋 ま で 805km). 

S 月 28 日 北海 道中 部 の 舟 深 発 地 震 

8 月 28 日 07 時 16 分 40 秒 こ ろ 北 海道 中 部 に 
地震 が 起 つ た . 震央 は 4822N, 14295E で 。 震源 
の 深き は 150~160km で あぁ つた . と の 地震 は 北海 
道 南部 お ょ び 東 北 地方 の 一 部 で 有 感 で や つた . 〈 最 
犬 有 有 感 距離 : 福島 まで 620km). 

休 ギ リン ア の 地震 

8 月 12 日 18 時 36 分 ころ か ら 本 邦 各 地 の 地 震 
計 に 大 規模 な 遠 地 々 震 が 記録 きれ た . 本 邦 の 観測 に 
ょ れ ば , 震源 地 は ギリ シア 方 面 で , 震源 時 は 18 時 
24 分 ころ で あつ た . また と の 地震 の 前 震 が 11 日 の 
12 時 82 分 ころ に 起り 本 震 と 同様 に 本 邦 各 地 で 記 
録 き れ た . U.S.O.G.S. の 報告 に よれ ば 震源 地 は ギリ 
シア の 西 着 附近 38!/。5N、219E) で 。 死傷 者 多数 
を 含む 犬 き な 要害 が あつ た と 伝え られ る . な ぷ 同 報 
に よれ ば 本 震 の Magnitude は 7/,CPasadena) 
CBerkeley) 前 震 は 6?/。 CPasadena) で ぁ つ た . 


誠人 第 ユ 火口 の 活動 は 。 その 後 も 依然 活 洪 で あつ た ・ 
6 月 一 毎日 鳴動 が 聞え , 降 友 が あつ た ・. 噴煙 は 自 


色 , 雄 白色, 友 か つ 色 , 六 か つ 色 , 高 さ は 20080 靖 


0m, と き に は 800n、 で あつ た が , 9~11 日 に は 黒 提 
色 ま た は 友 赤 か つ 色 , 高き 800--600m, と き に は , 肖 
800m に 遥 し 。 1 日 , 9 日 。10 日 , 12 日 。16 日 豆 ょ 

び 24 日 に は 人 頭 大 一 こぶ し 大 の 噴石 が 最高 約 150 
m まで あげ られ た ・ 

7 月 一 鳴動 と 降 座 は だ いた しい 毎日 観測 き れ , 1 日 
ー14 日 ,19ー28 日 お よび 29 日 に は 人 頭 大 の 噴石 
うい こと に , 19 日 7 時 請 

5 分 の 爆発 に は 爆発 埋 が 数 回 に わた つて 聞え , 噴石 』 

の 高き は 500m に も 区 し , 火口 附近 で は 震 諾 エ の 
有 感 地震 が 感じ られ た ・ 


8 月 一 前 月 に 引き 続き 連日 噴煙 区 上 正 色 また は 友和 白 靖 


色 , 高き 200ー400m。 と き に は 1000m), 鳴動 , 隆 
友 が だ いた し 毎日 観測 され , 3 日 , 8 日 , 9 日 。 18 
日 , 30 日 に は こぶ し 大 一 人 頭 大 の 噴石 が 最高 約 80m 
まで うち あげ られ た 

9 月 一 噴 炉 は 高き 約 300m に 達し , 鳴動 , 隆雄 。 
は 断続 的 に な つた ょ う で あり , 10 日 , 21 日 , 27 日 
28 日 に は と ぶし 大 の 噴石 が 50 て 60m の 高き に うち 
あげ られ た が 。, 活動 は 前 月 より 非常 に 弦 く な つた - 
三原 山 26 年 の 大 噴火 以来 活動 を 休止 し て いた 
三原 山 は 10 月 5 日 8 時 32 分 か ら 小 噴火 を 始め 。 
同月 12 日 に は 活動 を 休止 し た . 噴火 地点 は 内 輸出 
南 寄り の 昭和 26 年 の 噴 炎 の 際 で きた 新山 C760m) 
の 北側 中 腹 で , 火口 の 大 き ミ は 噴火 当初 は 直径 約 
1.5m,。 7 日 9 時 17 分 の 爆発 で 直径 が 約 6m に 拡 
犬 き れ た . その 後 , 12 日 に は 火口 は 2 筒 に な り ,18 
日 に は 火口 は 区 第 に ふさ ミ き が つて 一 方 の 穴 は 亀 斑 と な 
つて その 跡 を と ど め , 他 の 穴 は や や すり ば ち 状 に へ 


こん だ ・ 六 動 中 は 毎日 噴煙 , 鳴動 , 噴石 が 観測 され 
た が , 特に 6 日 , 7 日 の 活動 は 活 漢 で あり , 噴石 の 


最大 到達 範囲 は , 火口 か ら 半 径 約 150m に 怖 し た . 
中央 気象 台地 震 課 ) 


衣 間 1 3 か デー ジョーイ テー の で に まい もこ ドー で ここ て まあ ーー 
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日 時 : 1953 年 6 月 19 日 PWM 4 へ 5.20. 場所 : 
理央 気象 台 台 長 室 . 出席 者 : 和 達 , 広野 。 井 上 , 村 
内 生 佐 美 , 鳥 津 。 安芸, 和 釜 原 , 松本 , 宮村 , 上 田 ・ 

議 事 
1. 庶務 報告 : 5 月 以降 図書 受付 け の 報告 。 5 月 
8 日 退会 届 が 出 た 朝倉 氏 は 6 月 17 日 付 復 会 手続 
が あつ た ・.「 地 震 | 総 戦前 の バック テ ン バ ー 一 揃 の 
申込 み ( 九 大 ・ 工 ・ 採 鉱 学 教室 ) > 震 災 予防 調査 報 
和 の 申込 み (広島 大 学 ・ 理 論 物 理学 研究 所 ) に つい 
て 具体 的 案 を 求め た . 以下 決定 事項 
1) 倉庫 に 入 つ て いる の で 早急 に 大 学 と 交渉 し て 
と り と わし を 依頼 し 日 時 を 決め て も ら う 
茜 誌 等 の 移転 輝 を 決め る こと こと. そし て 今 
。 要求 に 応じ て 分 詩 す る こと ヽ す る ・ 

2) 寄贈 を 受け た 図書 は 「 地 震 ] の 余白 に の せ 会 
員 に 知ら せる ・ 

2. 会 計 報 告 : Vol.6 No.1 見 積 書 に よる と ょ 少し 
高 す ぎる の で 気象 台 で 調べ て みて 。 も つと 安く 早く 
肌 来 る と ころ あれ ば 考慮 する こと と し た - 

会 員 中 会 費 未 納 者 に つい て 下記 の ょ うに 決定 

1) 28 年 会 乾 未 納 者 に 退会 通知 を 出す . 2) 24。 
25 年 会 費 未 納 者 に 落 促 を 出し 返信 な き 場 合 退会 と み 
な なす. 

3. 浅間 問題 に つい ぃ て 外国 へ 出し た 郵便 料金 が 一 
高田 以上 と な つた の で と れ に つい て 茨 の ょ うに 決め 
た ・1) 寄附 を ね が うと と ・ (気象 双 の 地震 学会 会 員 
_ か ら は すでに 2100 円 が 寄 際 され た ・ 

2) 地区 委員 に これ 迄 に 用 いた 座金 の こと 寄附 を 受 
けた こと その 他 の 様子 を 知ら せ て 協力 を 願 う ・ 

4. 管 区 気象 台 , 測候所 の 「 地 震 」 購読 方 法 に つ 
いて の 問題 が 討議 され た が 具体 的 に 決定 され な か つ 


だ: 


更 事 会 日 時 :7 月 20 日 ( 金 ) 場 所 : 震 研 会 議 
午 . 出席 : 和 達 , 広野 , 字 佐 美 , 村内 , 島津, 安芸 
穫 原 , 松本 , 宮村, 表 

1. 浅間 山 は 米 軍 演 習 地 と し て 使用 し な いこ と に 
7 月 16 日 決定 を みた の で 学会 と し て は 委員 長 の 名 
で 関係 各 学 会 へ は 簡単 な 経過 報告 に そえ て それ ら の 
学会 より 激励 を あたえ られ た こと に 装 する 3 訪 を の 


べ で る 手紙 を 出す 会 員 に も 経過 報告 を 送る . 同 所 に 
外務 省 発表 の 支 章 $ の せる . 外国 へ も 英 廊 で を それら 
の 手紙 を 出す と と に 決め た ・ 

2. 秋 の 学会 の 日 取 り 大 体 10 月 下 介 , 22。23, 
24 日 頃 と する 講演 申込 9 月 15 日 締切 と し て 会 員 に 
通知 を 出す こと に きめ た ・. 会 場 は 東大 久 は 科 坦 

3. 学会 が も つて い ゃ s 須 災 予防 調査 会 報知 は 今回 
地球 物理 学 教室 の 前 の 倉庫 に いれ る こと に 話 合 が つ 
いた ・ 松 本 幹事 が これ の 理 の 岳 揮 を し て 片付け る 

4。 毎日 学術 奨励 金 に は 学会 と し て 推薦 し な いと 
た sl 
_ 更 事 会 1953 年 9 月 22 日 午前 9 時 8011 時 
地震 研究 所 会 議 室 . 出店 : 和 達 。 等 原 , 村内 , 宇佐 
美 , 金井 , 広野 , 安 蓋 。 松 本 , 宮村 , 表 , 上 田 。 

1. 庶務 報告 や 昭和 28 年 鹿 研 完成 果 刊 和 有 乾 
の 補助 金 10 誤 9 月 4 日 娘 部 省 よ り 受 け と つた - 
2) 会 員 移動 て 入会 ) 東 簿 で まとめ て 申込 み 24 所 
(中 ユ ケ ヶ所 は Vol.6 No.1 の み ) 測候所 . 個人 申込 
み 3 名 会 計 27 名 ( 会 ) 昭和 28 年 度 よ り の 未納 
者 (伊藤 徳之 助 , 梶川 五 衣 ) 昭和 25 年 度 よ り の 来 納 
者 〈 明 石和 彦 , 石井 栄一 , 島田 順 二 , 糸井 文 堪 衛門 


井上 雄二 , 岩 時 岩 大 , 岩間 和夫 , 緒方 維 一 , 加藤 泰 


夫 , 加 語 幸雄 , 喜多 豊 一 , 木 募 偽 夫 , 小林 勉 , 斉 
田 時 太郎 。 錠 島 輝彦 , 自 岡 久 夫 , 杉浦 一 徳 。 田 忠良 
雄 , 田辺 貞雄 , 辻 芳 彦 。 露木 利 頁 , 出口 周作 , 土 過 
守 人 , 高沢 隆次 , 永井 既 , 久田 太郎 , 平尾 邦雄 , 福 
島 円 , 牧口 磨 夫 , 松久 保 病 三 , 松沢 一 郎 , 村田 秀吉 , 
入 平 広吉 , 森安 茂雄 , 八木 芳男 , 天 作 文吾 , 和 賠 洋 
三 ). 個人 〈 西 久光 ) 合計 香 名 . 3) 日 ツ 図 書館 ょ 
り 協力 依頼 の 件 本 学会 と し て 廊 献 変換 は 希望 し 准 助 
会 員 と し て は 加入 し な い 吾 に 決定 . 夕 学術 会 議 選 
挙 候補 推 せ ん の 件 に つい て 日 本 海洋 学会 ょ り 会 長 日 
高 孝次 氏 を 依頼 きれ た が その 決定 に つい て は 衝 季 地 
震 学 会 の 臨時 会 に も ちと す と に 決定 . 5) 島津 幹 
事 辞任 の 件 … 名 古屋 大 学 へ 助教 授 と し て 栄転 きれ る 
の で 幹事 辞任 を みとめ る と と に な つた . 編 韓 幹 事後 
任 は 編 葉 琴 事 が その 次 小 に あ た り , 10 月 の 鼓 事 会 
で 決定 され る と と に な つた . 6) 国会 図書 館 ょ り 納 
本 依頼 を 承認 し た ・ 

2. 松本 幹事 より 報告 


1) 岩 災 予防 調査 人 雑記 
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の 整理 に つい て . イ ) 倉庫 移転 に 要 し た 肘 用 2700 
上 円 て 運搬 人 夫 賃 ) ) 在庫 品 と し て 3 部 を 残す ・ 
スハ) 価格 に つい て は 10 月 整 事 会 迄 に 原 染 を 作成 す 
る と と に し た (松本 整 事 作製 

3. 会 計 報 告 〈 釜 原 衣 事 ) 現在 金 約 17 萬田 ・ 

4. 装 助 会 員 会 費 微 収 を 至急 に する こと ・ 

5. 和 攻 季 学会 ら 件 1 会 場 … 理 学部 第 2 ぢ 館 ・ 
2) 日 時 …10 月 27,30, 31 日 . 3) プロ グラ ュ 編 
成ら ため 10 月 3 日 午前 10 時 ょ り 際 時 幹事 会 を ひ 
RA 

6. 狂 築 物 の 耐震 性 能 測定 の 実施 に 関す る 陳情 書 
高橋 竜太 郎 氏 より 幹事 会 に 提 田 し 承認 し て ほし い 
ょ の 依頼 あり し も の ) に つい て は 本 学会 と し て 承認 
する こと に 決定 し た ・ 

臨時 刺 事 会 ( 委 ) 

。 是 時 : 昭和 28 年 10 月 2 日 ( 金 ) 午前 19 時 一 
12 時 30 分 . 場 所 : 震 研 会 議 室 ・ 出席 者 : 井上 , 
宮村 , 宇佐 美 , 人 芸 , 松 本 , 金井 , 表 , 上 田 ・ 議 是 
秋季 学術 講演 アロ グラ ュ 編 成 及 び 日 程 

1、 フロ グラ ュ 編 成 

2. 日 程 10 月 29 日 午前 講演 , 午後 見 学 30 日 
午前 講演 午後 レン ポジ ウゥ ム 31 日 午前 謗 演 , 午後 謙 
演 総 会 夜 懇 培 会 ・ 

38. 会 場 気象 研究 所 と きめ る ・ 会場 及 び 懇 親 会 
々 場 は 気象 台 の 会 員 送 が 準備 を すす め て 下さ る と と 
に 決定 ・ 

地震 Vol.6 No.1 の 別刷 100 部 予定 の 中 50 部 
は 出来 て きた が 残部 50 部 を [地震] を こわ し て つ 


日 時 : 昭和 28 年 10 月 20 日 ( 火 ) 午後 4 時 一 


5 時 20 分 ・ 場所 : 震 研 便 議 室 ・ 出席 者 : 和 遂 * 広 
野 ・ 筐 原 ・ 人 金井 * 松 本 ・ 未 広 * 表 * 上 田 ・ 

誠 題 CI) 秋季 学会 に 記 け る 雑 件 に つい て …1. 
会 場 係 は 気象 台 関 係 の 幹事 が 当る ・ 2. 見 学 … キ ヤ 
ノン へ は 会 員 ょ り 100 田 敏 収 し て ベス を 準備 する ・ 
肥 研 へ は 未だ 申込 者 が 少な た い の で な べく 勧 誠 す る ・ 
8. 懇親 作 々 場 は も 2 少し 研究 する . 4. 総会 の 議 是 
に つい て …… 記 術 会 議 第 部 研究 孝 の 件 に つい て 
は 和 達 学術 会 議会 員 ょ り 学 術 会 議 の 意向 に つき 報告 
を し て も らち う ・ 2②) 浅間 山 問題 に つい て の 経過 報 秋 
を 行う ( 表 幹 事 浅間 山 問題 に つい て の 会 計 報 告 を 
行う (等 原 琴 事 ). 3) 学術 会 議 選挙 に つい て ………・ 
a) 会 員 の 中 の 候補 者 を 紹介 する ・b) 他 学 会 か ら 本 
学会 に 対 し 推薦 方 を 依頼 し て きた 方 紹介. C) 式 
事 会 の 意向 と し て は 上 記 の 9 の, b) を 報告 し 各 会 員 
の 自由 選択 に ま か す . わ プラ イズ に つい て な 前 回 
時 期 何 早い と 結論 を 出し た ば か り で ある の で 今回 は 
議題 と し な い ぃ 但し 次 の 春の 総会 に は 整 事業 が 出せ る 
ょ う 研 究 準 備 す る ・ 

Cr) う 庶務 報告 1. 交 部 省 ょ り 学会 調査 カー ド 
C 和 廊 ・ 英 廊 各 1 通 ) 来 る 10 月 未 日 迄 に 提 軸 . う ) 且 
本 学術 会 議 選挙 管 理 会 ょ り 候補 者 一 覧 表 送 付き れ 
た ・ 8. 装 助 会 員 へ 会 費 請 求 を 書面 に つく り , 表 韓 事 
より 北沢 顧問 に お と どけ し た ・ 北沢 顧問 が 近日 中 各 
圧 助 会 員 に お と どけ 下さ る 由 で ある ・ 3・ 普 昌 新聞 
社 賞 推薦 に つい て は 次 期 に 待つ . 5. 気象 研究 所 よ 
り 会場 使 用 に つい て 公 女 書 を も つて 承知 の 由 答 が あ 
つた 。 6. デン デル と 書店 より オ ラン ダ ト の 讐 頼 
に よ ょ より Transaction of the Seismological Society 
of Japan に つい て 問 ひ あわ せ て きた ・. ( 表 俊 一 郎 う 


くる か 否 か に つい て 編 韓 部 より 相談 あり .・ つく る こ 
と に 決定 し た ・ 
刺 事 会 ( 委 ) 
ss 


和 スス 


標準 強震 計 委 員 会 記事 

標準 弄 の 地震 計 試 作 の 目的 で , 昭和 26 年 度 交 部 
省 科 学 試験 研 先 費 の 補 協 を 得 て , 同年 5 月 標準 強震 
計 試 作 試験 研究 委員 会 が 組織 きれ , 5 月 9 日 第 1 回 
研 先 委員 会 会 合 が 開か れ て 以来 , 各 委員 の 窒 拉 な る 
協力 の も と に , 下記 の 如き 各種 の 研究 商 び に 試作 , 
実験 等 が 行 は れ て , 27 年 4 月 一 応 そら 試作 品 が 


操作 きれ た が , 谷 そ の 後 , 強度 並び に 耐久 試験 その 


他 細 部 に 藤 る 試験 及 改 良 が 実施 ミ れ て , 本 年 3 月 始 
め て , SMAO 型 CStrong Motion Acceleration 
Committee の 員 ) 強震 計 第 1 号 が 先 成 きれ た . そ 
の 間 の 行事 

ィ ・ 昭和 26 年 度 に 於 て は 毎月 必ず 1 回 以上 総計 
14 回 に 表 る 研究 委員 会 会 合 を 開き , 毎 回 各 委 員 の 研 
先 討 議 が 行 は れ た ・ 

g・ 昭和 26 年 9 月 18 日 地震 研究 所 談話 会 に 貢 


て 標準 強震 計 試 作 試験 李 完 間 し て 
標準 強 寺 計 試 作 第 1 幸 

1. 計 部 及 設 計 高 本意 太郎 

2. 理論 河 角 広 

の 生 完 発表 が 行 は れ た ・ 
昭和 26 年 9 月 21 日 に 強震 計 試 作用 の バラ 


NE 


クック モ ッ ト 第 1 克 試 験 器 を 用 いて 耐震 庶 及 性 能 試験 


を 建築 折 完 所 構内 に ある 耐震 試験 用 ブロ ッ ク 構 造 家 
太ら 2 階 に 据付 け て 公開 実験 を 行 つ た ・ 
昭和 28 年 3 月 18 日 に SMAO 下 強 震 計 の 
先 成品 を 吾 築 研究 所 に 於 て 。 公開 の 上 同様 の 実験 を 
つた 

引 続 い て 条 築 研究 所 に 於 て 実際 に 地震 の 観測 が 行 
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は れ て 居 た が 7 月 29 日 か ら 地震 研究 所 稚 測 室 に 移 

し て 観測 が 行 は れ て 居る ・ 

何 そ の 後 SMLAO 弄 強 震 計 の 改良 型 が 2 台 6 月 26 
日 横浜 出山 に て 送ら れ た の で 智 利 国 に 於 て も 近く 観 
測 が 行 は れる 等 で あり , 赤 近 〈 く 大 阪 駅 前 の 第 一 相 
ビル に も 1 耕 据付 けら れ て 稚 測 が 行 は れる 等 で あ 
る ・ 

研究 委員 名 

地震 研究 所 : 高 杖 竜 太郎 , 
萩原 尊 乱 , 金井 清 

東京 大 学 工学 部 染 教室 : 

釘 築 研 完 所 : 竹 軸 謙三 朗 

明石 製作 所 : 明石 和彦 


那須 信治 。 河 角 広 , 


武 基 清 


地球 物理 現 研究 連絡 委員 會 地震 分 科 か ら の 示 絡 事項 
1954 年 9 月 ロー マ で T.U.G.G の 総会 が 開 ら か れ ま す の で その 地震 及 地 球 内 部 構造 分 科 の 会 
議 に 論 婦 を 御 提出 御 希望 方 は 来る 1 月 末日 迄 に 論文 の 題目 , 内 容 の 硬 概 , 大 略 の 真 数 を 御 知 
ら せ い た だ きた いと の こと を 先 に 各 関 係 機関 を * 通 
地震 分 科 の 会 合 が 1 月 中 名 に ひら か れる と こと と な り ま し た の で な る べく 〈 至 委 1 月 中 名 迄 に 御 知 
ら せ 下 さい ・. < 題目 等 通知 光 , 東大 地震 研究 所 地震 分 科 弊 事 表 俊一 郎 う . 


じ て 各 位 に 周知 方 を 依頼 し ま し た が , 都合 で 


編 甲 係 よ リ り 


1953 年 も 終り に 近づき , 6 徐 人 4 号 は 来年 に 持ち と すこ と と に な り ま し た . 本 年 度 は , 6 号 出 す 


予定 を 。 4 号 で 終り と し , その 区 は 7 疹 1 号 と する 積 り で 居り ます ・ 現 在 手元 に は , 6 巻 4 号 , 


7 閉 1 号 の 2 つ を 出せ る だ けら の 原稿 が あり ます ・. 本 号 に は 寄 書 が あり まで は KG と) だ 7 


論説 と 共 


に , 寄 書 を も 。 待ち し て 居り ます . [地震 ] も , 和久 三甲 と な つて か ら , 百 近い 数 の 論 交 が 発表 


され ま し た . この辺 で , 皆様 の 御 便宜 の た め に , 総 目録 を つく り , 印刷 費 の 都合 が つき 爽 第 , 


手元 に お 配り し た いと 思 つ て 居り ます ・ 


お 


、 46 162) 
地震 硝 合 替 功 剣 員 (順序 不同 ) 昭和 28 年 8 月 1 日 現在 

三井 不動 業 族 株 式 合 証 東京 都 中 央 臣 日 本 橋 蜜 町 2 の 1. 
謝 島 建設 株 式 剣 征 東京 都 中 央 写 要 町 2 の 3 
大 成 建設 株 式 會 定 東京 都 都 中 央 葉 銀 座 8 の 4 
清水 建設 株 式 剣 十 東京 都 中 央 属 室町 9 の + 
5 衝 CPN も. 主 (東京 支店 ) 千代 田 破 大 手 町 1 の 6 
天 林 組 (東京 支店 ) 千代 田地 丸ノ内 1 の 2 
織 本 建築 設計 計 息 事務 所 東京 都 中 央 葉 日 本 橋 殻 町 8 の 2 
乱 林 建築 設計 計算 事務 所 東京 都 娘 京 硬 大 塚 町 8 
依田 建築 設計 計算 事務 所 、 東京 都 千 代田 二 胸 町 1 の 7 
三菱 地 所 株 式 會 年 - 、 東京 都 千 代田 起 丸 フク 内 2 丁目 2 の 211 
保坂 振動 計器 製作 所 東京 都 文 京 契 小 石川 柳町 22 
電力 中 央 研究 所 東京 都 北 多摩 郡 独 江 町 恩 戸 1229 
明 石 製 作 所 東京 都 唱 川 東 品川 5 の 1 


地震 」 投 稿 規定 


1. 原稿 は 409 字 詰 原稿 用 紙 Ic 横 書 に 認め , 優 名 は 相 仮 名 外 國語 は 片仮名 又は 原語 
を 用 いる と と . 2. 句 証 虹 ,. 等 を 明瞭 に 記入 する と と . 3. 地名 。 人 名 の 証 み 
に くい も の に は 振 仮名 を 付け る と と . 4. 表 字 は 漢字 を 用 い ず , アラ ビ ヤ 戦 字 を 用 
の る に と . 5. 引用 廊 献 等 は 最後 に 本 文中 の 引用 箇所 の 番 及 を 附 し て 記載 の と と. 

6. 挿 園 は 墨 で 明瞭 lc 書き , 刷 上 り 寸 法 又 は 締 を 必ず 記入 する こと . 略 の 中 の 支 字 
は 刷 上 り 1mm 以下 に な ら ぬ と と . 原稿 に 赤字 で 園 の 挿入 場所 を 指定 する と と . 7. 


原稿 に は 必ず 麗 文 題目 と 欧 支 表 約 (大 骸 300 語 以内 ) を 付け る と と . 8. 論壇 の 長 


さ は 当分 の 間 , な る べく 刷 上 り 6 貢 (400 字 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) 以内 の と と 。 9. 
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